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はじめに
　ギリシアの初期鉄器時代に関しては、近年新しい資料や
研究業績が陸続と発表されてい
る︵１
︶。それに反して本邦にお
いては未だ本格的な研究が行われているとは見なしえない状況にあり、欧米学界 のレヴェルの差はますます開きつつあるといっても過言ではない。時代全体のダイナミックな流れを意識しながらも、あくまで資料に立脚した詳細な考察が必要不可欠であることは自明のことがらであ にもかかわらず、管見の限 それが満足に行わ る邦語文献は目下のところ存在しない。今後わが国におい こ時代の研究が発展していくためには、基礎知識の充実とと
もに個々の遺跡や資料を十分に掌握した緻密な分析を志すことが肝要である。
　わが国におけるかかる状況に鑑みて、該期の研究史上と
りわけ大きな役割を果たしてきた幾つかの遺跡に関して基礎から見なおす作業を試みたい。その第一歩として、本稿においてはアテネのアゴラを取り上げる。というのも一九世紀以来の研究史において他 地域に先がけて多量の資料を提供してきたのがアテネ中心部 り、その中でもアゴラは最高度の重要性を保持し きた であるからである。
　ここで予想されることは土器の編年体系の確立や埋葬習
慣の分析という観点から言えば、 ネ中心部 でも
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むしろケラメイコスを扱うべきではないかという意見であろう。確かにそれも一理あろうが、ケラメイコスの場合は出土遺構が墓に偏っているのに対して、アゴラ らは墓以外の資料も出土している。したがってアゴラを紹介する方が該期の社会に関して多少なりとも多様な具体像を提供することが可能となろう。またケラメイコスについては時代やテーマごとに体系的な報告書が刊行されているため、出土資料の掌握 比較的行いやすい。 逆にアゴラに関して 、まとまった報告も存在するが、 し現今の資料状況においてはそれだけでは十分では く、年度ごとの発掘報告の中から初期鉄器時代関連の資料を抽 いく地道な作業が求められる。したがってケラメイコスに比べてはるかに全体像を把握しづらい。
　これらのことを勘案し、本稿においてはアテネ中心部の
遺跡の中でもアゴラに焦点を当て、資料を紹介していきたい。
１
　述べるまでもなくアゴラという遺跡名は、この場所が古
典期において市民生活に重要な役割を果たしたアゴラ（いわゆる「古典期のアゴラ」 ）が設営されたことに由来する。
　この地にアゴラが成立する以前には、その前身とも言う
べき別のアゴラ（いわゆる「旧アゴラ」または「前古典期のアゴラ」 ）が他の場所に存在した。旧アゴラの位置は長らく不明であった 、近年の研究においてはおそらくアクロポリスの北東部または東部の麓であっ と推測されている︵２
︶。それが何らかの理由により移転さ
れ︵３
︶、古典期のアゴラ
が建設された。その移転の時期、すなわち古典期のアゴラが成立した年代に関しては従来前六世紀と考えられてきたが︵４
︶、最近では前五〇〇年前後または前四八〇年のペルシャ
軍による破壊のあとと見なす研究者も現わ
れ︵５
︶、むしろ年代
を下げる意見 有力になりつつあるとも言えよう。古典期のアゴラがいつ（そ てどのように）成立し のかという問題は、アテナイというポリスの形成や発展とも密接に関連した課題であるためにさまざまに論じられてき 未だ多くの議論が必要であ
る︵６
︶。
　ただしこの遺跡の歴史は、アゴラの成立よりもはるかに
古く遡ることが確認されている。中でも豊富な資料が出土している後期青銅器時代に関しては、四〇基を上回る墓が発見されてい で知られていよう 墓のタイプは該期の一般的な習慣にたがわず半数以上 複数の遺体を葬る岩室墓であり、それ以外は被葬者が一人の単葬墓であっ
た︵７
︶。
近隣のアクロポリスから 城壁をはじめと ミケーネ時
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図 1　アゴラおよびアクロポリス一帯の遺構分布図
（■亜ミケーネ期および原幾何学文様期の墓、□幾何学文様期の墓、○初期鉄器時代の井戸）●
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代の遺構や遺物が出土しておりアテネ中心部の隆盛が推察されているが、アゴラは該期における周辺一帯を代表する大墓域であっ
た︵８
︶。 　
　続く初期鉄器時代に関してはこれから詳しく見ていくこ
ととするが、 あらかじめ一つだけ文献を紹介しておきたい。それはＪ・Ｋ・パパドプロスのアゴラにおける土器製作に関する報告書である。 土器の製造に関する資料のみならず、この著作に アゴラやアクロポリ などアテネ中心部における初期鉄器時代の墓や井戸 最新の分布図が掲載されている上に、トポグラフィーに関する知見も盛り込まれた多角的な議論が展開されてい 。目下 ところ初期鉄器時代に関するアゴラ 総合的な時代像を把握す に際して必要不可欠な業績であると同時に、該期の研究全体の中でも最も重要な文献の一つ 数えら るであろ
う︵９
︶。
　ところで本稿においては厳密にアゴラのみの資料に限定
せず、アレイオス・パゴスなど周辺地域から出土した資料をも含めて紹介することとす 。 いうのも初 鉄器時代においてはそれら周辺一帯が のまとまった性格を有ており、合わせ 検討対象と 方が明らかに有益であるからである。本稿においてアゴラと記す場合には、か る意味あいが含まれていることを明記しておきたい。なお墓や副葬品など埋葬資料のデータおよび文献は表 めて
あるので、適宜参照されたい。
　最後に、アゴラに関しては初期鉄器時代の報告書が予告
されてい
る
︶₁₀
︵
。それが出版されたあかつきには、おそらくと
りわけ埋葬資料に関して、本稿の内容は大幅に修正を迫られる可能性が大きい。したがって本稿はあくまでも執筆時点における公表資料に基づくものであることを強調しておきたい。
　それでは以下、墓、副葬品 井戸、建築遺構、墓所祭祀
の順に見て くこととしよう。
２
① 　墓
　アゴラで発掘された初期鉄器時代の遺構の中で 調査の
最初期以来何よりも注目を集めてきたものはやはり墓であろう。筆者が確認しえただけでも一〇〇基前後が発掘されており、未発表のものや後代に破壊されたも
の
︶₁₁
︵
を考慮に入
れるならば実際にはそれをはるかに上回る数が存在したことに疑念の余地はない （表１および図１） 。まさに初期鉄器時代におけるギリシア世界有数の大規模な埋葬地であった。
　これらのアゴラの墓は、幾つかの区域に分かれていたこ
とがＪ・Ｋ・パパドプロスにより指摘されている。さらに
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パパドプロスが各区域を一つの独立した「墓地」と見なしていることからも明らかなように、それぞれがある程度の規模を有していた。もしも「墓地」という表現が適切であるならば、アゴラはそれら複数の墓地の集合体であったということになろ
う
︶₁₂
︵
。
　問題は各埋葬領域がどのような要因で区分されていたの
かということである。可能性の一つとして想起されることは、親族など血縁関係 または疑似血縁関係に基づく 団など集落内部の何らかのグループにより、埋葬場所が指定されていたということであろう 一方別 仮説 は、複数の集落が個別に埋葬地を所有していた可能性も否定できまい。ただしこの説に関しては、アテネ中心部における初期鉄器時代の集落分布は未だ詳細が不明であるという弱点がある。少なくとも現時点 おい この問題につ て断定的な結論を下すことは不可能であり、したがっ ずれの可能性も想像の域を出る のでは 。ただし墓数の多さを考慮に入れるのである らば 集落分布が不明と う弱点は存在する 、複数の集落の合同埋葬地であった可能性が強いのではないかという印象を受ける。
　ところで先に記したようにアゴラはミケーネ時代におい
ても墓域 営まれていた場所であり、そ がそのまま初期鉄器時代にも埋葬地として使用された。ミケーネ文化の中
心地でありギリシア世界でおそらく最も多数の岩室墓が発掘されているアルゴリスにおいてこのような事例が存在しないことを考える
と
︶₁₃
︵
、かかるアゴラの特徴はミケーネ時代
と初期鉄器時代との関連性を考える上で重要な要素と見なしうる。アルゴリスの諸集落に比べれば、アゴラの場合はミケーネ時代から初期鉄器時代にかけての社会変動が比較的ゆるやかであった 推察しえよ
う
︶₁₄
︵
。
　それでは初期鉄器時代の埋葬習慣について、具体的に見
ていこう。時期ごとに明確な特徴がある。
　まず亜ミケーネ期においては、唯一の例外を除い
て
︶₁₅
︵
、す
べて土葬である 墓の形態は、成人の場合には墓壙の周壁に板石をめぐらす石棺 （図２） 、および竪穴を掘っただけの土壙墓、また子供の場合には、石棺墓も見受けられるが、土壙墓が主流であった。埋葬姿勢はどの年齢層も伸展葬が一般的であ
る
︶₁₆
︵
。したがって亜ミケーネ期に関しては、
大人と子供の埋葬習慣にお て後の 代ほど大きな相違は見受けられない。
　続く原幾何学文様期に入ると、火葬の導入という劇的な
変化が生じる。幾つか 例外を除い
て
︶₁₇
︵
、原幾何学文様期の
成人の埋葬方法は原則的に火 となる。墓のタイプは荼毘に付した遺骨を火葬骨壷であるアンフォラに納め、それを墓壙に埋めるのが一般的である。一方で子供は土葬のまま
－  104  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  105  －
であった。子供の墓としては土壙墓、周壁に礫石をめぐらせる周石墓、さらには土器を棺として使用する土器棺墓などが用いられ、成人とは明確に異なる方法で葬られた。
　このように原幾何学文様期に関しては、亜ミケーネ期に
は認められない埋葬習慣における年齢による大きな差異が存在する。想像をたくましくするならば、それはこれらの墓を造営した人々の（諸）集落が、ミケーネ文化崩壊以後の混乱から徐々に復興 遂げると同時に新しい秩序を形成
し、社会構成員として認められた者と未だそうではない者との間に明確な相違を設けるようになったことを示唆しているのかもしれな
い
︶₁₈
︵
。
　その後原幾何学文様期と同様の習慣が初期幾何学文様期
においても継続され、さらにはアゴラというよりはアレイオス・パゴスの資料であるが、中期幾何学文様期に関してもかかる傾向がうかがわ る。ところが後期幾何学文様期に入ると、理由は不明であるが、再び成人に対しても土葬が行われるようになる。管見の限り現今の公表資料に基づくならば後期幾何学文様期 火葬は発見されておら
ず
︶₁₉
︵
、土
葬への移 は徹底されて たと言えるであろう。墓のタイプは成人の場合は土壙墓しか知られておらず 一方で子供の場合には土壙墓のほ に、とりわけ乳幼児 対してはアンフォラなどを棺とする 器棺墓や大型ピソスを棺とするピソス墓が選択されている。また年齢を問わず土壙墓の場合の埋葬姿勢は伸展葬であった。
　原幾何学文様期以来成人に対しては火葬が優勢であった
のに反して後期幾何学文様期には土葬が主流 なるという現象は、アゴラ以外 アテネ中心部の遺跡におい もうかがわれるものである。これが単なる習慣ま は嗜好の変化によるものなのか、または何らかの規則や規制に基づくものであるのかその理由は不明であ
る
︶₂₀
︵
。ただし例外が散見さ
図 2　亜ミケーネ期の石棺墓（I5:3 号墓）
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れる他の墓域と比べる
と
︶₂₁
︵
、アゴラの場合はより強い強制力
が働いていたという印象は否めない。もしかしたらそれはこの墓域を造った人々の（諸）集落においては、組織化ないしは統制化が進展していた可能性を暗示しているのかもしれない。
　以下、二つほど著名な埋葬例を紹介したい。最初に火葬
墓である。火葬 場合には荼毘に付された遺骨を骨壷に納めるタイプと直接墓壙に安置するタイプがあ が、骨壷を伴う方が多い。ここではとりわけ著名な例として、 通称 「戦士の墓」と言われる初期幾何学文様期 Ｄ
16・４号墓を取
り上げた
い
︶₂₂
︵
。
　Ｄ
16・４号墓は平面図で見ると、最初に東西方向を主
軸方位とする〇 ・ 九〇×〇 ・ 六〇ｍ前後の長方形の墓壙が掘られたあと、その東側半分に骨壷であるアンフォラを安置するためのより深い竪穴が設けられているように見える（図３ ・１、下の図） 。したがっていわゆる「墓壙と竪穴（
tren
ch
-an
d-h
ole) 」のタイプのように思えるが、必ず
しもそうではない。というのも断面図（図３ １、上の図）から明らかなように、こ 墓は斜面に位置しているために最初に平地を造る必要があった。平面図に示されている西
図 3・1　「戦士の墓」の断面図（東-西）
　　　　と平面図
図 3・2　「戦士の墓」の断面図（北-南）
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側半分の掘り込みの線は、墓壙というよりはむしろ平地を造った痕跡と解釈すべきであろう。事実斜面の上方からは六〇㎝ほど掘り込まれているが 下方にあたる西側部分はほとんど掘り下げられてはいない。
　このような構造から、Ｄ
16・４号墓の副葬品はすべて骨壷
を安置するための竪穴 中、すなわちアンフォラの中および周囲に納められていた（図３ ・ ２） 。骨壷（アンフォラ） 石で蓋をされており、中からは別 場所で荼毘に付された部分的に焼けた状態の遺骨が発見されている。人類学的な鑑定によれば、被葬者は三四歳前後の男性であったと
う
︶₂₃
︵
。
　このＤ
16・４号墓が概説書などで頻繁に取り上げられる
理由は、アンフォラの胴部上部から頸部 端にかけて、副葬品の一つである鉄剣が巻きつけられてい こと よる。いわゆる「殺された」
剣
︶₂₄
︵
と表現される現象である。この剣
は長さが八三 ・三㎝という大型の鉄製であり、おそらく軽微な力で容易に湾曲しうる武具ではないであろう。それを敢えてこのような状態で副葬したのはいかなる理由によるものなのか、研究者の関心を集めてきた。と同時に他の副葬品も豊富な とから、この墓は初期 器時代研究において最も著名 資料の一つと目しうる存在となっ
た
︶₂₅
︵
。
　アゴラからはこの墓以外からも鉄製剣が出土しているが（表２） 、このように湾曲された状態で発見された例はほか
には存在しない。同様に火葬墓であってもＮ
16・４号墓の
場合には鉄製剣が墓壙の中（そして火葬骨壷の外側）に、曲げられたり折られたりすることなく埋められてい
た
︶₂₆
︵
。Ａ
ＲⅡ号墓の鉄製剣も、おそらくそのままの状態で埋められてい
た
︶₂₇
︵
。またＲ
20・１号墓の鉄製剣は墓壙内部の火葬骨壷
に立てかけられるような状態で安置されており、さらには木製さやの痕跡も検出されてい
る
︶₂₈
︵
。ということは、この場
合もほぼ間違いなく意図的な変形や損傷を受けることなく埋められていたと推察されよう。 これらの資料と比べると、Ｄ
16・ ４号墓の特殊性が際立っていることは明らかである。
　ただしアゴラ以外からは、アテネ中心部の他の遺
跡
︶₂₉
︵
やサ
ラミ
ス
︶₃₀
︵
から 「殺された」 剣と同様の事例が報告されている。
また土器に巻きつけられては ないが、エウボイア島レフカンディからは二つに折り曲げられた鉄剣が発見されてり、おそらく類似例と見なしてさしつ えないであろ
う
︶₃₁
︵
。
ということは「殺された」剣は必ず もＤ
16・４号墓に特
有の現象ではない。 そ ではなぜこのように剣を湾曲させ、そして巻きつけたのであろうか。
　この問題に関しては決定的な証拠が存在せず、多様な解
釈が提示されうる。第一に、被葬者の地位や功績により特別な処遇を受けたという推察が可能であろう。なぜならＤ
16・４号墓の副葬品は土器のほかは鉄製の武具が多いた
め
︶₃₂
︵
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（表１と２） 、被葬者は一般に戦士と見なされてい
る
︶₃₃
︵
。さら
には鉄製のはみも出土していることから、より踏み込んで騎士であったと推測する研究者も存在す
る
︶₃₄
︵
。 とするならば、
生前の社会的地位や功績、ないしは死因（とりわけ戦死）など何らかの理由により、特別の習慣や葬送儀礼に基づく配慮が施された可能性が示唆されよ
う
︶₃₅
︵
。
　一方で別の解釈として、Ｄ
16・４号墓は大型の副葬品を
納めること 困難であることを考えるならば、墓の構造上やむを得ずこのような形で埋めたとも推察される。 「殺された」剣が出土している墓は火葬のものばかりであり、大型の副葬品 そのまま安置しうる土葬墓からは出土例がないことが、 この第二の仮説を支持している うに 見える。しかし火葬の場合でも大き 剣 埋め だけの墓壙をあらかじめ準備することは可能であったこと、事実先 記したＮ
16・４号墓のように火葬墓であっても湾曲したり折った
りせずにそのままの状態で鉄製剣を副葬している墓が存在することを考えると、こ 解釈には慎重 姿勢も要求されよう。
　Ｄ
16・４号墓に関する報告論文が発表されて以来既に半
世紀以上の年月が経過しているが、 「殺された」剣に関しては現在でも決定的かつ統一された見解は存在しない。現時点においては、今後の資料の増加に期待をかけるしかな
いという状況であろう。
　いずれにせよ、Ｄ
16・４号墓の被葬者は遺族から手厚く
葬られたことが想像される。なぜなら墓穴の覆土からは炭の塊や炭化したいちじくやぶどうが発見されており、墓が土で覆われる前に葬送儀礼が催されたことがうかがえるらであ
る
︶₃₆
︵
。 故人との最期の別れを嘆き悲しむ近親者の姿が、
出土資料から垣間見られるようである。さらに墓穴が埋められたあと、おそらく墓の位置を示していたと思われる配石が半楕円状に施されたが（図３ ・ １） 、そ は墓参のためであったとも推察されよう。Ｄ
16・４号墓の被葬者は、家
族や友人たちからその死を悼ま 惜 まれながらもあの世へと旅立っていっ 。
　一方で、おそらく同時期の埋葬でありながら全く異なる
特徴を有しているのが、のちにエレウシニオンが建立された区域で発掘されたＵ‐Ｖ
19・
1a号墓である。この墓は井
戸
(
Ｕ‐Ｖ
19・１
)
の覆土から発見された特殊な埋葬であ
り、年代はおそらく副葬品であったと思われる土器か 初期幾何学文様期と推測されている。被葬者は成人男性であり、埋葬方法は土葬、遺体の姿勢は屈葬であった。アゴラでは初 における成人の埋葬は、た えば先に言及したＤ
16・４号墓のように、火葬が主流であるため
に、このＵ‐Ｖ
19・
1a号墓の被葬者は例外的な方法で葬ら
－  108  －
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れたと見なしうる。それのみならず廃棄され埋められつつある井戸の内部に板石が敷かれ、遺体が安置 ており、いわゆる墓 いう構造物 造ら た形跡 存在しな
い
︶₃₇
︵
。極
めて異例な埋葬である。
　Ｕ‐Ｖ
19・
1a号墓の人骨に関する人類学的な調査結果に
よれば、被葬者は存命中に頭蓋骨に損傷を受けており、たとえば失語症やてんかんなど、何らかの後遺症が残った可能性がありうるという。さらには墓というものが造られることなく埋められて たという特殊性など ら判断し 結果、この被葬者はおそらく社会的に排除された人物であったのではないかという推測が提示されて
る
︶₃₈
︵
。確かに当該
期の習慣から極端に逸脱した埋 方法か は、特別な事情が介在したという印象は免 ない。アゴラに埋葬された多くの被葬者が親族や友人の手により手厚く葬られ黄泉の国へと旅立って行った は想像に難くな が、その一方で必ずしもそれには該当しない事例も存在したということあろう。
　最後に墓そのものが出土したわけではないので表１には
含めなかったが、ヘファイストス神殿一帯から出土したンフォラについて言及しておき い。おそら 古代のうちに破壊された墓に納められていたと推測されており、後期幾何学文様期のキクラデス（おそらくシロス）製の蓋然性
が高いと報告されている。単に土器が運ばれてきただけではなくそこからの移住者が存在した可能性が推測されており、もしもそうであるならば初期鉄器時代におけるキクラデス諸島とアテネ中心部との関係を探る上で重要な資料であ
る
︶₃₉
︵
。
② 　副葬品
　アゴラ出土の墓からは多数の副葬品が発見されており、
初期鉄器時代研究における重要資料としてさまざまに検討されてきた。通時的に最も一般的かつ主要な副葬品は土器であり、土器しか副葬されていない例も多い。そ の土器がアッティカにおける相対編年の確立に多大な貢献を果たしてきたことは、あらためて記すまでもな 周知の事実であろう。
　被葬者が子供の場合には明らかな特徴があり、小型（な
いしはミニチュア）土器が多く副葬されている。たとえば後期幾何学文様期のＮ
11・１号墓は一〇歳の子供の墓と報
告されているが、副葬品の 四個すべてが実用 は適さないほど小さいサイズであ
る
︶₄₀
︵
。また一歳に満たない乳児が
埋葬されていたＤ
16・３号墓からも小型の土器が幾つも出
土しており、そのうちの一つ るスキュフォスは、把手が二つある平底の鉢のような形状であるが、高さはわずか
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に四 ・ 一㎝、直径は六 ・ 七㎝であ
る
︶₄₁
︵
。あまりにも非実用的な
ミニチュア土器は、被葬者が生前に使用していた玩具をそのまま副葬した可能性も想定しえよう。ただし、それらの土器を被葬者が実際に使用していたか否かは別として、やはり乳幼児および子供に対しては成人の被葬者とは異なる処遇や配慮が施されたことは明らかである。
　また必ずしも数は多くないが、副葬品の中にはろくろを
使用しないで製造された手づくね土器も含まれている。そして特筆すべきことに、被葬者が確認されうる場合に限って言えば、それらが出土している墓はすべて子供 たは女性のものであり、おそらくは被葬者の社会的立場と関連があるように推察される。
　手づくね土器は大きく二つに分類される。一つは おそ
らく料理用または水差しなど、日常生活に いて使用される粗製土器の類である。このような土器が原幾何学文様期のＴ
15・１号墓のように成人女性の墓から発見されること
は家の中での役割を考えれば至極当然と言える 現今公表資料に基づ ならば、後期幾何学文様期の子供（とりわけ乳幼児）の墓から出土例が多いことは注目されよ
う
︶₄₂
︵
。
もう一方の種類は、粗製ではない手づくね土器である。その代表が一般に香油を入れたと推測さ ているアリュバロスであ
り
︶₄₃
︵
、その他の例としては刻文様が施された
鉢
︶₄₄
︵
（ボー
ル）などが出土してい
る
︶₄₅
︵
。
　土器に続いては金属製品が多い。ただし土器が出土した
墓の数と金属製品が出土したそれとを比較するならば後者の方がはるかに少なく、おそらく価値が高かったと推察される。材質による分類ではそのほとんどが鉄製品または青銅製品であり、また品物の種類としては剣ややり先などの武具やナイフ類 （表２ とフィブラやピンなどの装飾品 （表３）の二つに大別され 。
　青銅器時代から鉄器時代へと大きく社会が変化する中
で、アゴラ出土のこれらの遺物 らは のような特徴を読み取ることができるであろう
か
︶₄₆
︵
。まず鉄器時代の開始時期
であるが 亜ミケーネ期 関して ほ んど鉄製品は発見されておらず 本格的な鉄器時代は原幾何学文様期に始まった。また原幾何学文様期以降 青銅製品 鉄製品 傾向においては、武具やナイフなどの刃物 （表２）とフィブラやピンなどの装飾品（表３）と 間に大きな相違が看取されうる。武具やナイフなどの刃物類は初期鉄器時代を通じて事実上すべてが鉄製品である 、一方装飾品に関しては鉄製品と同様に青銅製品も好まれた。したがって時代が到来しても、用途によっては鉄ばかりが尊重さ たわけではないと結論されよ
う
︶₄₇
︵
。
　一方金製品は、 わずかに初期幾何学文様期のいわゆる 「富
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裕なアテネ婦人の墓」
(
Ｈ
16・６号墓
)
から出土しているの
みである。Ｈ
16・６号墓に副葬されていた金製品は指輪六
個と耳飾り一組であるが、とりわけ耳飾りは台形の装飾板の先端にざくろの形をした飾りが三個付けられた豪華かつ繊細な品であり、高価 ったこ は想像に難くな
い
︶₄₈
︵
。そ
れを考えるならばアゴラの墓における金製品の少なさ 、嗜好または価値観によるという可能性のみならず、おそらくは高価かつ入手が困難であったからと推察されよう。
　上記以外の金属としては、初期幾何学文様期の「ブーツ
墓」
(
Ｄ
16・２号墓
)
から出土した一組のらせん状装飾品
に関して、おそらくこ く金であろうという報告があ
る
︶₄₉
︵
。
また現今の公表資料においては、銀製品は確認しえない。
　さらに土器や金属製品 ほかには、 骨製品、 ガラス製品、
たとえば原幾何学文様期のＣ９・
10号墓の紡錘車のような
石製品、また粘土で何らかの形を模した土製品、さらには貝殻などが報告されている。
　ところで前項にて紹介した「殺された」剣を じめ ア
ゴラ出土の副葬 には概説書 紹介される著名な例が多い。その代表として 初期幾何学文様期 いわゆる「ブーツ墓」
(
Ｄ
16・２号墓
)
から出土した、そしてその通称の
由来となった靴の形を 土製
品
︶₅₀
︵
（図４） が言及されよう。
ひもで縛るタイプの革製のブーツを模したものであり、こ
図 4　「ブーツ墓」出土の靴の形をした土製品
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の墓からは大小の二組が発見されている。類例はアッティカの墓を中心に他地域からも報告があり、かつては黄泉の国への旅路と関連がある遺物と見な きた しかしイストミア 聖域に関する報告書を公刊したＣ・モーガンが、埋葬とは無関係のその聖域からも出土例があることから従来説に疑問を投げかけた。そしてこれ の遺物は被葬者が若い女性の墓から出土する傾向 強いため、むしろ嫁ぎ先の家へと向かう旅のため 靴であり、結婚による人生の上での変化を象徴するものではないかという仮説を提示し
た
︶₅₁
︵
。
より最近の研究においては、Ｓ・ラングドンがやはり婚礼や結婚と 関連 推測してい
る
︶₅₂
︵
。
　また後期幾何学文様期の土葬墓（Ｇ
12・
12号墓）から出
土した特殊な土器も、アゴラの副葬品 中でとりわけ著名なものの一つであ
る
︶₅₃
︵
（図５ ・ １） 。器形そのものは一般的
なオイノコエーであるが、何らかの理由により胴部に管が通されている。それがどのような用途 ために作られたのかという点に関 ては、今もって決定的な解釈が存在しない。さらにそれ以上に議論の対象とされてきた が、胴部の図柄である。背中あわせに体 接合されて るか ような二人の人物が描かれており、従来シャム双生児ではないかとも見なされてきた。その めシャム双生児と言われるホメロス（ 『イリアス』一一巻七〇九‐七一〇 七五〇‐
七五二）に登場するモリオネの子供たちとの関連性が推測さ
れ
︶₅₄
︵
、初期鉄器時代の図像表現とホメロスの叙事詩との関
係を論じるに際しては必須の資料とされてき
た
︶₅₅
︵
。
　しかし二〇〇七年に、新たな可能性が提示された。この「シャム双生児」の図が把手の真下、つまり注ぎ口を正面としてこの土器を置いた場合に最も裏側にあたる場所に描かれていることから、本来絵師が考えた図案においては二人の人物は起点と終点とに別個に配置されていたのではないかという説であ
る
︶₅₆
︵
（図５ ・ ２） 。この仮説にしたがうなら
ば、二 当然 ことながらシャム双生児ではないということになる。絵師の意図がもしも実際にそうであった場合には、長きにわたる従来の議 を一掃する鮮やかな視点の転換と言えるであろう。残念な らこの問題 関しては断定的な結論を導 出すことは不可能であ よう も感じるが、新説は他の土器 ものをも含めたシャム双生児の図柄をめぐる議論のみならず、初期鉄器時代におけ 図像の分析全般に一石を投じた業績と評価される。
　さらにとりわけ注目を集めてきた例として、先にも言及
した初期幾何学文様期のいわゆる「富裕なアテネ婦人墓」 （Ｈ
16・６号墓）がある。穀倉を模した土製品（図６）
をはじめ、質量ともに傑出した遺物が出土した火葬墓る
︶₅₇
︵
。その通称から明らかなように、副葬品の豪華さは従来
－  112  －
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故人ないしはその家族の財産や社会的地位を象徴していると見なされてきた。しかし発掘されてから数十年が経過したあとに遺骨に関する人類学的な分析が施された結果、それ以前には知られていなかった新たな事実が判明した。二〇〇四年に発表された論文によれば、この墓 出土した人骨には成人女性の骨のほかに胎児の骨が含まれているという。したがってこの女性は妊娠中ま は出 時に死亡した可能性が高いと結論され、その論文においてはかかる死亡原因が豊富かつ貴重な品々を副葬する理由であったと
図 5・1　管の通ったオイノコエ―とその胴部の図
図 5・2　2007 年に発表された胴部の図
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いう解釈が提示され
た
︶₅₈
︵
。確かにそのような死因が副葬品に
影響を与えた可能性は十分に考えられようが、ただしそれが財産や地位は関連がないという論拠に直結するわけではない。おそらく社会的に上層部に属する女性が妊娠中または出産時に死亡したことにより、これだけ異例な副葬品が納められたと見なす方が妥当であろう。
　というのもこの墓のみならず前項にて「殺された」剣を
紹介した 「戦士の墓」 （Ｄ
16・ ４号墓） さらには 「ブーツ墓」 （Ｄ
16・２号墓）など、傑出して副葬品が豪華な墓は初期幾何
学文様期に顕著にうかがわれるからである。未発表資料が多いために不安は伴うが表１ まとめ データ 基づくならば、亜ミケーネ期に関しては、例外的に多数の金属製品が発見され Ｉ５ ・２号墓以外
は
︶₅₉
︵
、いずれの墓も出土土器
の数は〇～二個、また金属製品に関しては目下のと ろＣ９ ・３号墓の青銅製の指輪以外は確認しえない。続 原幾何学文様期に入るとやや副葬品の数が多い例 散見されるようにな
り
︶₆₀
︵
、そして初期幾何学文様期に入ると劇的に豪華
な墓が出現する。その代表が「富裕なアテネ婦人の墓」であり、土器が三〇個以上も出土している上に金製品を含む多数の金属製品、 さらには象牙製品も発見され 。また 「戦士の墓」は前項にて紹介したように金属製品が際立っており、一方で「ブーツ墓」からは先に言及し ブ ツ形土製
図 6　「富裕なアテネ婦人の墓」出土の穀倉を模した土製品
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品（図４）のほかに二〇を超える多量の土器が発掘されている。ここまで例外的な事例は編年区分における一つ前の時代、すなわち原幾何学文様期においては看取しえない特徴的な現象である。
　このように初期幾何学文様期に特段に豪華な副葬品を伴
う墓が出現した事実は、おそらくこの時期にそれにふさわしい社会層が成立したことを示唆していると推察されよう。とするならば「富裕なアテネ婦人の墓」の副葬品も、やはり被葬者やその親族のステータスを反映している可能性が高い もあれ死亡要因が副葬品に大きな影響を与えたという見解は、や もすれば副葬品の多寡 貧富の差や社会層ばかりと結び付けて解釈する傾向が強い初期鉄器時代の埋葬資料研究にお て、看過しえない重要な視座を提供したと評価しえよ
　最後に、現今の公表資料に基づくならば、アゴラの副葬
品においては他地域からの搬入品が少 いことが指摘される
︶₆₁
︵
。確かに、後期幾何学文様期のＥ
19・３号墓から出土し
たスカラベのように 製と思われる遺物も存在す
る
︶₆₂
︵
。
しかし管見の限り、たとえばフェニキア製の青銅製品のように顕著な遺物は報告がない。次項（③井戸）に 記すようにアゴラでは土器が製造されていたために、土器に関しては技術的に優れたアゴラ製 好まれ 可能性 指摘され
るが、ただしそれだけではここまで搬入品が少ないことに対して十分な説明がなされたとは言い難い。
　かかるアゴラの現象は、アッティカ製の土器が広く他地
域に搬出されたことを考慮するならば、とりわけ注目にあたいする。ギリシア内外各地からアッティカ製の土器が出土しているが、その中にアゴラで製造されたものが含まれているならば、アゴラからはその対価として受け取ったものが出 すること 期待されよう。 ところが目下のところ、それが確認できない。その理由の解明に関しては地中海全域を視野に入れた該期の交易システムや他地域との交流の実態を具体的に明らかに 研究、さ に願わくは他地域から出土したアッティカ製の土器がアッ ィカのどの場所で製造されたものかを科学および考古学の双方の立場から同定する研究が進展することが望まれ して何よりもまずアゴラの詳細なデータ 必要不可欠であることは明白であり、今後の報告 注目されよう。
③ 　井戸
　アゴラからは初期鉄器時代および前古典期の井戸が数多
く発見されており、初期鉄器時代と年代づけら も だけでもその数は三〇を優に上回
る
︶₆₃
︵
（図１） 。その覆土から
は土器をはじめとして大量の遺物が発掘されており、大き
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な注目を集めてき
た
︶₆₄
︵
。
　これらの井戸をめぐってはアゴラの調査に携わる研究者
の間で解釈が分かれ おり、それが初期鉄器時代におけるこの遺跡の性格を規定するに際して大きな影響を与えている。
　まず伝統的な意見は個人の家屋に付設された井戸という
見解であり、長年アゴラの調査に携わ そして指揮してきたＪ・Ｍ・キャンプが提唱している。アゴラからは、次項にて記すように、初期鉄器時代 住居址であることが確実な建築遺構は出土していない。した って家屋部分は後代に破壊されてしまい、地下に掘られた井戸のみが残ったいう仮定に立った上での推測である この意見を採用するならば、初期鉄器時代のアゴラは墓域のみならず 住地でもあったということにな
る
︶₆₅
︵
。
　そしてこの解釈がアゴラの調査報告シリーズのみな
ず
︶₆₆
︵
、初期鉄器時代に関する主要な研究者により長年にわ
たって支持されてきた見解である。Ｖ・Ｒ・ｄ・Ａ・デズボ
ロ
︶₆₇
︵
、Ａ・Ｍ・スノッドグラ
ス
︶₆₈
︵
、Ｊ・Ｎ・コールドストリー
ム
︶₆₉
︵
、Ｉ・モリ
ス
︶₇₀
︵
、Ｊ・ウィット
リ
︶₇₁
︵
といった錚々たる面々が
肯定してきたことにより、アゴラは墓地であったと同時に集落でもあっ という意見が通説のよ 見なさ
れ
︶₇₂
︵
、井戸
の性格に関 も疑問が呈されるこ は かった。Ｉ・レ
モスのように慎重な姿勢を示す研究者も見受けられたが、それはむしろ少数派であったと言えるであろ
う
︶₇₃
︵
。
　このような趨勢に真っ向から挑んだのが、アゴラの初期
鉄器時代関連の資料を担当している、そして冒頭にも記したとおり、土器製作に関する報告書を出版したＪ・Ｋ・パパドプロスである。アゴラからは井戸を中心に、おそらく土器の試作のために使用されたと思われる破片や廃棄された不良品など土器の製造に関連する遺物が多数出土しているが、従来あまり注目さ ることはなかった。パパドプロスの業績により初めてそれらが重要資料として収集および報告され、その結果、初期鉄器時代 アゴラにおい は土器生産が盛んに行われていたことは否定 えない事実と見なされるようになった。そしてパパドプロスが考えているように、土器生産に関する遺物が出土している井戸はほぼ間違い く土器の工房に属するものと見なしえよう。ということはすなわち、アゴラの井戸は個人 家屋 付設れたものであるという長年にわ て支持され きた通説が、批判にさらされることになっ
た
︶₇₄
︵
。
　古典期のアゴラが設立されるにともない土器の工房は現
在ケラメイコスと呼ばれている遺跡のあ 場所へと移転されるが、それ以前においてはアゴラの遺跡こそが「元来ケラメイコス
(origin
al K
eram
eikos) 」であったとパパドプ
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ロスは言う。そしてこの場所において土器が製造された理由は、おそらくエリダノス川の水を利用することが可能であったからであろうと推測してい
る
︶₇₅
︵
。確かにその通りであ
ろうが、ただしエリダノス川の流域でもとりわけこの場所に工房が集中している事実は、何らかの強制力が働いていた可能性を示唆しているように思われる。初期鉄器時代におけるアゴラの土器生産が全く私的に行われていたのか、または集落の管理のもとになされていたのかは不明であるが、少なくとも を建設するに際して 場所の選択が無秩序に行われ わけではない 推察 よ 。
　事実パパドプロスによれば、アゴラにおいては墓地と土
器工房のための土地とが区分けされていたとい 土器生産に関連がある遺物は後代に中央のストアやオデイオンが建立された周辺の井戸などからとりわけ多く出土し おり、そしてそれは初期鉄器時代の墓が比較的少ない場所に該当する。逆に墓が密集しているのはそれ とり囲む一帯であり、ということは土器の製造と埋葬という異 る目的のためにある程度土地の利用が区分けされていたということにな
る
︶₇₆
︵
。おそらくそれは偶然によるものではなく、意図
的にコントロールされた結果であろう。
　ところでアゴラは土器工房と墓地のための土地であり集
落ではなかったと考えるパパドプロス 、個人の家屋 、
資料状況は不十分ではあるが、アクロポリスの上およびその周囲に建造されていたと推測してい
る
︶₇₇
︵
。確かにもしもア
ゴラに個人の住居が存在しなかった場合には、アクロポリスおよびその周辺が 住地と ての最有力候補であろう。ただしアクロポリスからも初期鉄器時代の墓が発見されているこ
と
︶₇₈
︵
、また大半の資料が未発表でありアクロポリスに
おける居住規模が不明であることを考えあわせると、慎重な姿勢が要求される。さら アゴラの墓を造った人々がクロポリス一帯の居住者 み ったならば、アクロポリスに近い場所により密集した分布 なるのではないかという疑問も残る（図１参照） 。アテネ中心部における初期鉄器時代の集落分布は詳細が不明であるが、 クロポリス一帯以外にも居住地が存在し 可能性は排除 きないのではないか。
　話を井戸に戻すと、パパドプロスの意見に従うのである
ならば、アゴラの井戸は個人の家屋に付設され も はありえないということになる。ただしここで問題となるは、三〇基以上発見されている初期鉄器時代の井戸すべてか
ら
︶₇₉
︵
、土器の生産を示唆する遺物が出土したわけではない
ということである。パパドプロス 著作において土器製造関連の資料が報告されている井戸（もしくは井戸か土壙）はわずかに九
基
︶₈₀
︵
、可能性があるもう一基（Ｋ
12・２）を含
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めても一〇基であ
る
︶₈₁
︵
。にもかかわらず、パパドプロスはア
ゴラの井戸の多くが土器の工房に関連があると見なしている。その理由として、第一に土器製造関連の資料が出土していないすべての井戸は出 している井戸の近辺にあること、第二に従来家庭用と解釈されていた遺物が実際には土器生産に関連するものであった事例が存在することを列挙してい
る
︶₈₂
︵
。
　確かにパパドプロスが報告した遺構以外にも、土器製造
に関連 た井戸が多数存在していた可能性は非常に高い。しかしだからといっ 、ア 初期鉄器時代の井戸すべてが全くもって土器生産のためだけに使 されていたかというと、それは必ずしも明らかではないであろう。 実パパドプロスもすべての井戸が土器製造に関連していたと記しておらず 「多く 」と表現してい
る
︶₈₃
︵
。
　それではやはり個人の家屋に付設された井戸も存在
のかというと、その可能性 低いように感じられ 。そ根拠としてはまず何よりも、初期鉄器時代のアゴラが居住されていたことを示す確実な資料が皆無であることが言及されよう。次に、必 しも居住 適した環境ではな ったと推察 るこ がその理由である。とりわけアゴラ北西部は、エリダノス川の地下水路が未だ建設されては ない初期鉄器時代においては、定期的に湿地となる場所であ
り、居住は不可能であっ
た
︶₈₄
︵
。一方で工房や窯が立ち並んで
いた一画は、かなりの量の煙が漂う場所であったと推察されることから、やはり居住には不向きであったのではないか。アゴラにおける土器生産は相当程度の規模を有していたと思われ、排出される煙の量を想像するならば、居住するには良好な環境とは言い難い。 先 記したように （①墓） 、原幾何学文様期から中期幾何学文様期にかけては火葬が普及していたため、より広範囲にわたって かる傾向が強かったであろう。
　とするならば、アゴラの井戸は土器生産以外にどのよう
な用途で使用されていた可能性があるであろうか。目下ところ筆者が想定 るのは 近隣住民が共同で使用する公共施設のような井戸の存在であ 。
　このように考える理由は、アクロポリス周辺の遺構にあ
る。アクロポリス 北西麓に位置するクレプシュドラの泉は古典期の遺構として著名であるが、そ 周辺一帯からは幾つもの井戸が発見されている。その歴史 古く新石器時代にまで遡ることが確認されており、その時代 遺物が発見されている井戸の数は二〇基を数え
る
︶₈₅
︵
。中期青銅器時代
に関しては五
基
︶₈₆
︵
、 ミケーネ時代には二
基
︶₈₇
︵
が確認されており、
そして前古典期においてもこの区域の井戸 幾つも使用されていた（図１） 。と う はこの一帯が通時的にアク
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ロポリス周辺の居住者にとって、水を得るのに重要かつ適した場所であったことを示唆していよう。 にもかかわらず、初期鉄器時代の資料はわずか しか出土していな
い
︶₈₈
︵
。さら
にミケーネ時代にアクロポリスの北斜面に造られた水汲み場（泉）に関しても、初期鉄器時代の土器片は出土しているが量は少なく、大規模に使用された形跡はうかがえない
︶₈₉
︵
。ということは、初期鉄器時代においてはアクロポリス
一帯の住民は主に別の場所から水を得ていたとい ことになろう。そしてこの問題に対する最も自然な解釈は、アゴラの井戸を使用していたということ はないか。
　パパドプロスの業績は、初期鉄器時代のアゴラにおいて
は土器の製造が盛んに行われていたことを明らかにした。ただしそれは、当該期の井戸がその めだけに排他的に使用されていたことを示唆するもので ない。おそらく初期鉄器時代のアゴラの井戸は、日常生活用の水を得 ために近隣の住民たちも利用していたと推測しうる ではないか。
④ 　建築遺構
　古典期以降におけるこの地の過密な使用を考えるなら
ば、もしも初期鉄器時代に何らかの建物が建造されたとしても、既に古代のうちに破壊 であろうことは想像に
難くない。事実、初期鉄器時代の地上の構築物はわずかに一つしか発見されていない。一九三二年にアレイオス・パゴスの北斜面の麓で発掘された建造物であり、その用途をめぐって議論が展開 きた著名な資料である。
　後世の建物や貯水槽などにより大部分が破壊されてはい
るが、この遺構 平面プランはほぼ間違 なく判明している（図７） 。東西方向を主軸方位とし、形状はやや不整形な楕円、また規模は一一 ・ 〇〇×五 ・ 〇〇ｍである。入り口がどこにあったのかは不明である 建設および放棄の年代に関しては、アゴラ 調査報告によるならばおそらく前九世紀半ば以降 建てられ前八世紀の第三四半期前後に棄された可能性が高いとい
う
︶₉₀
︵
。とするならば土器の編年体
系で言えば中期幾何学文様期に該当するが、より時代を下げて後期幾何学文様期と見なす研究者も存在
し
︶₉₁
︵
、必ずしも
諸家の間 見解の一致は見ていないというのが実状であろう。詳細な年代に関しては決定的 判断材料が しないので、ここでは大まかに幾何学文様期と記しておきたい。
　遺構の内部からは、この建物の性格を推し量るに際して
重要な手がかりとなる資料が出土している。第一 、中央よりやや南東よりの場所から一 ・ 〇〇×〇 ・ 六〇ｍ前後の範囲で焼土層が検出され、おそらく炉 あとでは か 推測されている。第二に、中央より西側部分の床下から 初
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期幾何学文様期の子供の墓（Ｈ
17・２号墓
)
が出土した。
また破壊されてしまったが、ほかにも墓が存在したようである。第三に、前七世紀の大量の奉納品が発掘され
た
︶₉₂
︵
。
　ややわかりにくいので発掘された資料を時系列順に並べ
ると、最初に初期幾何学文様期 子供 墓（Ｈ
17・ ２号墓
)
が造られた。そのあとに楕円形の建物 建てられ、何らかの目的のために一定 間使用されたあと、放棄された。そしてその後前七世紀になってから、奉納品が持ち込ま たということになる。問題は楕円形の建造物が、それ以前に造られた子供 墓（Ｈ
17・２号墓
)
および放棄されたあと
に持ち込まれた奉納品 何らかの関係があるのか否かという点である。とりわけ建物自体の特徴からこの遺構の性格を推し量ることが困難であ ことを考えるならば、両者との関係はこの遺構の用途を推察する 際して看過しえない要素となろう。
　先にも記したとおりこの遺構はアゴラの初期鉄器時代に
関する唯一の建築遺構であり、そ 用途や特徴はアゴラ全体の遺跡の性格を考える 際しても影響 与え 重要な資料である。そして今までにこの建物の用途に関しては、二つの意見が提出されてきた。まず発掘された当初 提示された見解 が、この建造物は住居址である 推測された。ということは当然 こ ながら、そ 建設 本来の目
図 7　初期鉄器時代の建築遺構
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的はＨ
17・２号墓の存在とは無関係と見なされてい
た
︶₉₃
︵
。し
かしその後聖所ではないかという意見が提出され、むしろその墓があったからこそ建てられたと解釈されるようになっ
た
︶₉₄
︵
。現在では後者の説が優勢であり、祖先や英雄（ま
たは半神）崇拝のための聖所、もしくは会食をはじめとした故人を偲ぶための葬送儀礼に関連がある施設と推測されてい
る
︶₉₅
︵
。
　少なくとも、放棄されたあとの前七世紀に奉納品が持ち
込まれた時点においては、こ 建物が何 かの信仰や崇拝のための場と見なされていたことに異論はないであろう。ただしそれがさかのぼっ 初期鉄器時代における 物の使用目的と直接的な関連があっ か否かは不明である。そのことをも含めて、本来の用途に関する明確な証拠は存在しない。したがって住居という当初の意見も、また聖所ないしは葬送儀礼のた の施設というのちに出され 見解も、双方ともに仮説 域を出ては いと言うのが実際のところであろう。それで あえ 筆者 現段階 おけ 印象を記しておくならば、前項（③井戸）にて記したように初期鉄器時代のアゴラにおいては個人 家屋が存在した可能性は低いと見なされることも手伝って、や り住居址と想定することには難を感じる むしろ宗教関係の施設と見なす方が、おそらくは妥当であろう 　
　というのも住居という意見に関しては、直接的のみなら
ず間接的な証拠も存在しないからである。当初この遺構が住居址であると推測された理由の一つに炉の存在があげられるが、それは宗教施設においても重要な要素であり、炉を根拠として住居か宗教施設かを判断することは不可能である。
　一方で信仰または葬送儀礼 ための建物という意見に関
しては、この一帯の通時的な特徴を考えるならば、妥当性が高いように思われる。この遺構から二〇ｍほど北東の地点からは、三角形 平面プランを持つ前五世紀に建設された聖所 発掘されている（図８） 。そして注目すべきはその下から前七世紀の建造物が出土 いるこ であり、同様に宗教関係の施設と報告されてい
る
︶₉₆
︵
。ということはこの
周辺一帯は、既に前古典期には神聖な場所と見 されていたと結論されよう。それを踏まえて考え ならば、さらに時代をさかのぼって初期鉄器時代の後半期におい も同様の可能性を想定することは、あながち的外 とは言い難いのではない
か
︶₉₇
︵
。
　さらにはこの一帯からは初期鉄器時代の墓が何基も発見
されており、その中には先 紹介した「富裕なアテネ婦人の墓」 （Ｈ
16・６号墓）も含まれてい
る
︶₉₈
︵
（図８） 。このよう
な別格の扱いを受けた墓がある周辺が特別視さ 崇拝の
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対象となった可能性は否定できま
い
︶₉₉
︵
。
　これらの事柄を考慮するならば、楕円形の遺構はやはり
宗教または葬送儀礼に関わる建造物であったと推測する方が妥当であろう。
　初期鉄器時代の建築遺構を網羅的に収集および分析した
マザラキス・アイニアンの著作においては、この遺構は葬礼または信仰に関係があるという意見が現在では優勢であると記されたあと 、 「厳密には、しかし、一般的な住居であるという仮説も排除できない」という慎重な一言が添えられてい
る
︶１００
︵
。確かにその通りであるため、結論を下すこ
とには躊躇を感じざるをえない。それでもこの一帯の通時的な特徴などから推し量る限りにおいて 、より蓋然性が高いのは聖所もしくは葬送儀礼のための建物 いう見解であろう。 　
　
⑤ 　墓所祭祀
　ミケーネ時代の墓から初期鉄器時代以降の資料が出土す
るいわゆる墓所祭祀と呼ばれる現象は、一般に祖先崇拝や土着意識を高めるための行為と解釈されて
る
︶１０１
︵
。アゴラか
らはその可能性がある資料 して下記のものがある。
 
（１）アレス神殿の下から発見されたミケーネ時代の岩室墓Ⅶ（Ｊ７ ・２）号の調査で、二基の原幾何学文様期の墓
図 8　初期鉄器時代の建築遺構周辺図
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が発見された。一基は岩室墓の墓室周辺に造られた火葬墓で、おそらくアレス神殿が建立されたときに破壊さ 。もう一基は子供の土葬墓で、西側の羨道に、また玄室の入り口付近に掘り込まれてい
た
︶１０２
︵
（図９） 。
　火葬墓の方はミケーネ時代の岩室墓の存在に気がついて
いたかさえ不明であ 、墓所祭祀の一つと見なすこ には確定的な根拠が存在しない。し がって問題は土葬 の方であるが、こちらに関しても偶然に墓壙を掘った場所が岩室墓の羨道であったのか、ある は意図してそこを選択したのか、断定的な結論を導きだすことは不可能である。ということは墓所祭祀の可能性がある資料と見なすにとどめておく方が、おそらくは安全であろう。
図 9　ミケーネ時代の岩室墓 VII(J7:2) 号と原幾何学文様期の墓
図 10　ミケーネ時代の岩室墓
　　　　(J-K2:2 号 ) 出土の
　　　  原幾何学文様期の土器
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（２）ストア・ポイキレの北方で発見されたミケーネ時代の岩室墓Ｊ‐Ｋ２ ・ ２号から、 原幾何学文様期の土器（ピュクシス）が発見された。原幾何学文様期に特徴的な胴部が丸いピュクシスで、小型の壷のような器形である（図
10） 。
通常蓋が付いているが 記載がないことから推察す に、おそらく発見されなかったのであろう。ミケーネ時代の墓に偶然に混入されたのか、または原幾何学文様期にその墓が再利用された可能性が指摘されてい
る
︶１０３
︵
。
　このミケーネ時代の墓Ｊ‐Ｋ２ ・２号は、後代の建造物
が上に建てられているために墓 の一部しか発掘されていな
い
︶１０４
︵
。ということはピュクシスも墓室から出土したことに
なるが、詳細な場所および出土状況は記載されていない。したがって現段階ではその土器が初期鉄器時代に意図的に岩室墓の墓室に置かれたものなのか、また 偶然に混入したものなのか、判断する材料が皆無である。ミケーネ時代の墓Ｊ‐Ｋ２ ・２号とは全く関係なく造られた原幾何学文様期の墓が古典期など後代に破壊され、 の副葬品であったピュクシスが偶然にＪ‐Ｋ２ ・２号墓 墓室にまぎ 込んだ可能性も十分に考えられよう。
　一方でピュクシスが小片ではなく相当程度の部分が残さ
れていたという事実は、単 る混入ではない可能性を示唆しているようにも感じられる。離れた場所からばらばらに
出土したのではなく、このピュクシスの破片すべてが一箇所からまとまって発見されたのであるならば、原幾何学文様期に意図的に置かれた遺物であるという可能性も残されていよう。
　上記の事柄から結論するならば、この資料は墓所祭祀の
可能性はあるが、しかし断定はできないということになろう。（３）アレイオス・パゴスの北東斜面において発掘されたミケーネ時代の岩室墓Ｉ（Ｎ
21‐
22・１）号の羨道上層
部から、中期幾何学文様期の土壙墓Ｎ
21・６号が発見さ
れ
た
︶１０５
︵
。調査の年次報告においては、 「おそらく単なる偶然」
であ
り
︶１０６
︵
、意図的にその場所を選んだわけではないと推測さ
れている。確かに断面図によれば羨道の上端を多少掘りこんだ程度であ
り
︶１０７
︵
、岩室墓の存在を意識してこの場所を選択
したのかは必ずしも明確ではない。
　結論として、墓所祭祀の可能性は排除しえないが、しか
し確実にそうであると見なすこと 困難であろう。（４）アゴラの北東一画で発掘されたミケーネ時代の小規模な岩室墓ⅩⅢ（Ｏ７ ・７）号の羨道上層部から、初 鉄器時代の墓Ｏ７・
11号が発見されたことがアゴラの報告書
に記載されてい
る
︶１０８
︵
。
　ただしこの資料に関しては、情報が錯綜している。と
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いうのも『ヘスペリア』二一巻にその岩室墓の調査に関する年次報告が掲載されているが、岩室墓からは初期鉄器時代の墓が発掘されたという記載がな
い
︶１０９
︵
。一方でその年次報
告においては初期鉄器時代の単葬墓二基に関する言及があり、Ｃ‐Ｇ・ステュレニアスおよびＩ・レモスによれば、そのうちの一基がＯ７・
11号墓であるとい
う
︶１１０
︵
。もしもそれ
が正しければ、Ｏ７・
11号墓は子供の土葬墓であり、年代
は原幾何学文様期に属す
る
︶１１１
︵
。
　詳細な情報および出土状況が不明であり判断が難しい
が、Ｏ７・
11号墓は岩室墓ⅩⅢ（Ｏ７ ・７）号の羨道と一
部しか重なっていないよう 見受けられる図面があ
り
︶１１２
︵
、必
ずしもこの岩室墓の存在を意識してその場所 選択 たようには断定できない。 たがって墓所祭祀 事例と結論することには、慎重にならざる 得ないであろ 。（５）先述のⅩⅢ（Ｏ７ ・ ７）号墓の数メートルほど東側から、 ミケーネ時代の岩室墓ⅩⅣ （Ｏ７ ・ ５） 号 発見された。断面図から判断する限り、その玄門の数十センチメートル上方か 幾何学文様期に属する土器を使用した埋葬が発掘されてい
る
︶１１３
︵
。その土器の年代、さらには土葬用の土器棺
墓と火葬用の骨壷のどちらであるの など、詳細は不明である。
　この初期鉄器時代の墓は岩室墓ＸⅣ（Ｏ７ ・ ５）号とは接
してはおらず、おそらくその存在を意識してこの場所を選択したのではないと推察する方が妥当であろう。したがって墓所祭祀の資料には、必ずしも該当しないと思われる。
　以上がアゴラにおける墓所祭祀の可能性がある資料であ
るが、詰まるところ確実 そのように判断しうる遺構は存在しな
い
︶１１４
︵
。このようにあいまいな状況が生じる最大の要因
は、この場所がミケーネ時代と同様に初期鉄器時代においても埋葬地として使用されたことにある。初期鉄器時代の墓があまりにも多数造られた めに、ミケーネ時代の墓と偶然に遭遇したのか意図的にその場所を選択したのか区別が困難であり、ひいては墓所祭祀 しての認定が不可能とならざるをえない。
　ただし初期鉄器時代の人々が、少なくともミケーネ時代
の墓の存在に気がついてい は明らかである。それを明確に示唆する資料とし アレイオス・パゴスから出土した初期幾何学文様期の火葬墓（ＡＲⅡ）がある。この墓からは土器一個と鉄剣一本という一般的な副葬品のほかに、青銅製のやり先が出土した。初期鉄器時代を通じてアゴラ出土の武具は鉄製が優勢であり、青銅製はこの遺物のみという異例な品である（表２） 。おそらくこのやり先は初期鉄器時代に作られたものではなく、破壊されたミケーネ時代の墓から持ってこられたものと推測されて
る
︶１１５
︵
。と
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いうことは、初期鉄器時代の人々が自分たちとは異質な武具を作るミケーネ時代の人々の存在に気がついていたということは明らかであろう。そしてさらに一歩踏み込んで、それらの人々を「祖先」と認識 いた可能性は否定できまい。
　現段階の公表資料から判断する限り、初期鉄器時代のア
ゴラにお ては墓所祭祀が行われていたことを明 かにすることも、またはそれ 否定することも不可能である。ただし墓所祭祀に関する確実な証拠が存在しないということが、初期鉄器時代の人々がミケーネ時代の「祖先」に尊崇の念を抱いてはいなかったという解釈に結びつくわけではない。少なくとも「祖先」の存在に気がついていたことは明らかである。この問題 関し 、今後の資料の増加に期待をかけることとしたい。おわりに
　アゴラは初期鉄器時代を代表する大遺跡である。しかし
ケラメイコスのように墓域、アンドロス島のザゴラ ように居住地と容易に性格を限定しうる遺跡 は異なり、アゴラの場合にはこれだけの資料が出土していながら、というよりもそれがゆえに、その全体像を具体的に把握すること
はなかなか難しい。決定的な解釈が困難であったり研究者により意見が分かれたりする資料も少なくはない。それでも本稿のしめくくりとして、現段階における筆者なりの若干の見解を記しておきたい。
　最初に言及すべきことは、初期鉄器時代のアゴラにおい
ては明らかに管理および統制が行き届いた土地利用が展開されていたと判断されることであろう 中央一帯 土器工房が集中し、それを囲むように埋葬区域が点在していた。さらにその埋葬地も、何らかの要因により数箇所に区分けされていた。このような区分や配置が発展したということは、おそ く土地を使用するに際しては統制や制限が加えられていたことを示唆 ており、明確な管理のもとに土地利用が展開されていたことが推察されよう。
　かかるアゴラの地における人々の活動に目を向けるので
あるならば、次のように要約 る。すなわち、相当数の人々が土器の生産にいそしむ一方で 近親者を悲しみのうちに葬ったり墓参に訪れたりする人々 散見 た。また筆者 推測によるならば は近隣の住民た が水を汲むために頻繁に訪れても であろう。さらには宗教や信仰にも関連がある土地柄であり、ま 少なくともミケーネ時代の「祖先」の存在を認識しうる場でもあったとするならば初期鉄器時代のこの場所 古典期のアゴラ
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のような公的機能は帯びていないが、しかしかなり公共性の強い性格を有していたのではないか。さらに想像をたくましくするならば、元来そのような傾向を持つ土地であったことが、のちにアゴラが建設されるに際してこの場所が選択された要因の一つであったとも見なしうるのではないか
︶１１６
︵
。
　このアゴラだけでも初期鉄器時代有数の大遺跡と評価し
うるが、それにケラメイコスや クロポリス 資料をもあわせて考えるならば、アテネ中心部が該期のギリシア世界におけ 最大級の居住域であったことに疑念の余地はない。アテネ中心部における各遺跡 特徴や性格を詳細に把握し、 それらの関係を有機的に組み立てていくことにより、ポリスの成立にいたるアテネ社会の具体像を解明していくことが可能となるのであろう。
　アゴラからは今後も初期鉄器時代の遺物や遺構が陸続と
発見されるであろう。新しい資料や報告書が発表され あかつきには、再度検討を試みたい。
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（
116）暫定的な意見であ ことを強調した上で目下のところ筆者の印象を記し おくならば、アゴラ一帯 おそらく集落が管理していた土地（また 複数の集落が共同で管理ないしは使用した共有地のような存在）ではなかったかと想像している。それだからこそ、アゴラの成立に際して土器工房が移転せざるを得ない状況になっても、比較的容易に事態が進展 たという解釈が成立しえよう。
　
     桜井万里子「ポリス社会の空間構造
―
アテナイにおける
古典期アゴラの成立」 （ 『年報都市研究』 二 都市史研究会編集、 山川出版社、 二〇〇四、 四五‐五四）にお ては、 「井戸を含め土器製作所 所在した土地は私 財産 すからアゴラ成立に当たっては当該地が私有から公有に転換したことになります」 （五〇頁） という見 が提示されているが
－  132  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  133  －
土器工房の土地およびその井戸が私的に所有されていたという解釈は可能性（または仮説）の一つにとどまると言えるのではないか。また墓域に関しては言及がないが、墓域も私有地という意見であろうか。
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h
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ap
adop
ou
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ith
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８
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台
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e
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o
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lo
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ed
d
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S
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品
４
、
紡
錘
車
２
、
土
製
ビ
ー
ズ
４
、
青
銅
球
付
き
鉄
製
ピ
ン
１
、
青
銅
製
ピ
ン
３
、
青
銅
製
フ
ィ
ブ
ラ
２
、
青
銅
製
指
輪
１
、
金
製
指
輪
６
、
金
製
耳
飾
り
１
組
、
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
ビ
ー
ズ
に
よ
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
１
、
象
牙
製
印
章
２
、
象
牙
製
円
盤
１
S
m
ith
son
 1968,C
oldstream
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G
r.T
15:1，
ア
ゴ
ラ
東
部
73，
1972
P
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
土
壙
墓
（
1.70
×
0.67m
、
方
位
は
南
－
北
）
44
歳
前
後
の
女
性
土
器
４
（
そ
の
う
ち
１
個
は
手
づ
く
ね
土
器
）、
紡
錘
車
１
S
h
ear Jr. 1973b
, 399-400, 
pl.73c, d
G
r.C
9:8
E
G
？
？
？
？
未
発
表
？
(C
f.C
oldstream
 
1
9
6
8
,　
1
0
,　
2
0
0
8
, 1
0
,　
W
h
itley 1991, 202)
G
r.D
16:2 (X
X
V
I)
74，
「
ブ
ー
ツ
墓
」，
1948
E
G
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
蓋
付
き
の
ピ
ュ
ク
シ
ス
が
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
蓋
と
し
て
乗
せ
ら
れ
て
い
た
）、
骨
壷
上
方
に
板
石
に
よ
る
覆
い
？
75
土
器
23
76、
ブ
ー
ツ
型
土
製
品
2
組
、小
型
環
状
土
製
品
1（
直
径
2.5 cm
）、
金
属
製
リ
ン
グ
１
組
77、
青
銅
製
ピ
ン
２
、
青
銅
製
フ
ィ
ブ
ラ
２
、
円
筒
形
骨
製
品
１
、
鉄
製
ナ
イ
フ
１
Y
ou
n
g 1949
G
r.D
16:4 (X
X
V
II) 78，
「
戦
士
の
墓
」，
1949
E
G
火
葬
79
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
石
で
蓋
）、
墓
の
表
面
に
配
石
成
人
男
性
（
34
歳
前
後
）
土
器
６
、
鉄
剣
１
、
鉄
製
や
り
先
２
、
鉄
製
ナ
イ
フ
２
、
鉄
製
斧
１
、
鉄
製
の
刃
１
80、
鉄
製
は
み
２
、
鉄
製
掛
け
金
（
？
）
１
81、
鉄
製
ピ
ン
破
片
１
、
砥
石
１
、
骨
製
品
２
、
土
製
品
１
82
B
legen
 1952
(G
r.?)F
16:5
83
E
G
84
？
？（墓
そ
の
も
の
は
出
土
し
な
か
っ
た
の
か
？
）
85
？
？
? (C
f.C
old
stream
1968, 10, 
2008,10, W
h
itley 1991,202)
G
r.H
16:6，
「
富
裕
な
ア
テ
ネ
婦
人
の
墓
」，ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
麓
，
1967
E
G
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
カ
ッ
プ
で
蓋
）
1)30-35
歳
前
後
の
女
性
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
時
に
死
亡
2
)3
2
-3
6
週
の
胎
児
（
お
そ
ら
く
出
生
前
、
母
親
が
妊
娠
中
に
火
葬
）
土
器
31
86、
穀
倉
形
土
製
品
２
、
手
づ
く
ね
尖
底
ピ
ュ
ク
シ
ス
12、
手
づ
く
ね
ピ
ュ
ク
シ
ス
の
蓋
７
、
球
状
土
製
品
４
、
紡
錘
車
２
、
土
製
ビ
ー
ズ
４
、
青
銅
球
付
き
鉄
製
ピ
ン
１
、
青
銅
製
ピ
ン
３
、
青
銅
製
フ
ィ
ブ
ラ
２
、
青
銅
製
指
輪
１
、
金
製
指
輪
６
、
金
製
耳
飾
り
１
組
、
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
ビ
ー
ズ
に
よ
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
１
、
象
牙
製
印
章
２
、
象
牙
製
円
盤
１
S
m
ith
son
 1968,C
oldstream
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G
r.H
17:2，
幾
何
学
文
様
期
の
建
物
の
床
下
， 
1932
E
G
土
葬
（
伸
展
葬
？
）
土
壙
墓（
墓
壙
は
ほ
ぼ
長
方
形
、
1.00
×
0.40m
、
方
位
は
ほ
ぼ
南
東
－
北
西
、
頭
蓋
骨
は
東
）
4-6
歳
前
後
の
子
供
土
器
５
、
足
形
土
製
品
１
、
球
状
土
製
品
１
、
貝
殻
２
B
u
rr 1933, 552-553
G
r.K
20:2
E
G
？
土
壙
墓
（
ほ
ぼ
円
形
）
？
？
B
ran
n
 1962, 129
G
r.N
16:4
87，
南
の
ス
ト
ア
Ｉ
周
辺
，
1955
E
G
(?)
88
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
？
土
器
３
、
鉄
製
の
刃
物
（
の
こ
ぎ
り
？
89）
１
、
鉄
製
ナ
イ
フ
１
、
鉄
製
剣
１
T
h
om
pson
 1956, 48-49
G
r.R
20:1
90，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
東
斜
面
，
1938，
1944
E
G
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
土
器
で
蓋
を
さ
れ
て
い
た
可
能
性
あ
り
）
？
土
器
２
、
鉄
製
剣
１
、
鉄
製
ナ
イ
フ
１
、
鉄
片
（
ピ
ン
？
）
１
T
h
om
pson
 1947, 196-197
G
r.U
-V
19:1a，
エ
レ
ウ
シ
ニ
オ
ン
， 
1959
E
G
(?)
土
葬
（
屈
葬
）
井
戸
U
-V
19:1
の
覆
土
よ
り
発
見
（
板
石
の
上
に
遺
体
、
頭
蓋
骨
は
南
東
）
成
人
男
性
(38
～
56
歳
）
91
土
器
１
(
？
)
92
L
ittle &
 P
apadopou
los 1998
G
r.A
R
II，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
E
G
火
葬
周
石
墓
（
た
だ
し
周
石
は
一
つ
の
壁
面
の
み
、
1.10　
×
0.58m
）
？
土
器
１
、
鉄
製
剣
１
、
青
銅
製
や
り
先
１
93
S
m
ith
son
 1974, 340-343
G
r.C
8:6?
E
G
 or 
M
G
?
？
？
？
？
? (C
f.W
h
itley 1991, 202)
G
r.C
8:7?
E
G
 or 
M
G
?
？
？
？
？
? (C
f.W
h
itley 1991, 202)
G
r.M
17:3?
E
G
 or 
M
G
?
？
？
？
？
？
(C
f.W
h
itley 1991, 202)
G
r.N
16:3
94，
南
の
ス
ト
ア
Ｉ
，
1955
G
(E
G
 or 
M
G
?)
95
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
？
？
T
h
om
pson
 1956, 49
G
r.A
R
? (D
istu
rbed
 crem
ation
 bu
rial)，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
G
(E
G
 or 
M
G
?)
96
火
葬
？
？
少
な
く
と
も
土
器
１
S
m
ith
son
 1974, 349-350
G
r.A
R
?
 (R
o
b
b
e
d 
crem
ation
 bu
rial)，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
?
(E
G
 or 
M
G
?)
97
火
葬
？（
墓
壙
の
大
き
さ
は
0.75
×
0.40m
）
？
？
S
m
ith
son
 1974, 350
G
r.G
12:11(X
V
I)，
ト
ロ
ス
周
辺
M
G
98
土
葬
？（方
位
は
北
東
－
南
西
）
？
少
な
く
と
も
土
器
２
Y
ou
n
g 1939, 75-76, B
ran
n
 
1962, 127
G
r.I18:1，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1947
M
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
周
石
墓
（
残
存
部
は
1.0　
×
0.8m
前
後
、
板
石
で
蓋
）
14
歳
女
性
土
器
18（
そ
の
う
ち
２
個
は
手
づ
く
ね
）、
鉄
片
１
、
鉄
製
ピ
ン
２
、
小
型
石
板
１
T
h
o
m
p
so
n
 1948, 158-159, 
pl.41.1, S
m
ith
son
 1974, 352- 
359
G
r.I18:2，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1932
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.10
×
0.70m
、
方
位
東
－
西
）
？
土
器
６
（
１
個
は
手
づ
く
ね
）
＋
３
？
（
破
片
が
出
土
）
T
h
o
m
p
s
o
n
 1
9
4
8
, 1
5
9
, 
S
m
ith
son
 1974, 359-362
G
r.I18:3，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
斜
面
麓
，
1932
M
G
火
葬
周
石
墓
（
0.80
×
0.40m
前
後
）
45-50
歳
前
後
の
女
性
99
土
器
10、
犬
の
骨
S
h
ear 1933, 470, T
h
om
pson
 
1948, 159, S
m
ith
son
 1974, 
362- 365
G
r.N
21:6，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
東
斜
面
麓
100，
1939
M
G
101
土
葬
土
壙
墓
？
土
器
３
S
h
ear 1940, 292, B
ran
n
 1960, 
412-413, B
ran
n
 1962, 130, 
Im
m
erw
ah
r 1971, 158
G
r.A
R
I，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
蓋
と
し
て
ス
キ
ュ
フ
ォ
ス
）
？
土
器
８
（
＋
２
？
102）、
球
状
土
製
品
（
直
径
５
cm
）
１
S
m
ith
son
 1974, 334-340
G
r.A
R
III/IV
， 
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.25
×
0.55m
前
後
、
礫
石
の
層
で
蓋
）
？
103
土
器
８
104、
土
製
ビ
ー
ズ
25
S
m
ith
son
 1974, 343-347
G
r.A
R
V
，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.0
×
0.55m
前
後
）
？
土
器
（
少
な
く
と
も
）
５
、
お
そ
ら
く
鉄
製
の
剣
１
S
m
ith
son
 1974, 347-349
G
r.B
20:5，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
西
方
 
L
G
？
？
？
少
な
く
と
も
土
器
１
？
Y
o
u
n
g
 19
5
1a
, 8
3, B
ra
n
n
 
1962, 30, n
o.2, 125
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G
r.A
R
?
 (R
o
b
b
e
d 
crem
ation
 bu
rial)，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
?
(E
G
 or 
M
G
?)
97
火
葬
？（
墓
壙
の
大
き
さ
は
0.75
×
0.40m
）
？
？
S
m
ith
son
 1974, 350
G
r.G
12:11(X
V
I)，
ト
ロ
ス
周
辺
M
G
98
土
葬
？（方
位
は
北
東
－
南
西
）
？
少
な
く
と
も
土
器
２
Y
ou
n
g 1939, 75-76, B
ran
n
 
1962, 127
G
r.I18:1，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1947
M
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
周
石
墓
（
残
存
部
は
1.0　
×
0.8m
前
後
、
板
石
で
蓋
）
14
歳
女
性
土
器
18（
そ
の
う
ち
２
個
は
手
づ
く
ね
）、
鉄
片
１
、
鉄
製
ピ
ン
２
、
小
型
石
板
１
T
h
o
m
p
so
n
 1948, 158-159, 
pl.41.1, S
m
ith
son
 1974, 352- 
359
G
r.I18:2，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1932
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.10
×
0.70m
、
方
位
東
－
西
）
？
土
器
６
（
１
個
は
手
づ
く
ね
）
＋
３
？
（
破
片
が
出
土
）
T
h
o
m
p
s
o
n
 1
9
4
8
, 1
5
9
, 
S
m
ith
son
 1974, 359-362
G
r.I18:3，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
斜
面
麓
，
1932
M
G
火
葬
周
石
墓
（
0.80
×
0.40m
前
後
）
45-50
歳
前
後
の
女
性
99
土
器
10、
犬
の
骨
S
h
ear 1933, 470, T
h
om
pson
 
1948, 159, S
m
ith
son
 1974, 
362- 365
G
r.N
21:6，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
東
斜
面
麓
100，
1939
M
G
101
土
葬
土
壙
墓
？
土
器
３
S
h
ear 1940, 292, B
ran
n
 1960, 
412-413, B
ran
n
 1962, 130, 
Im
m
erw
ah
r 1971, 158
G
r.A
R
I，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
火
葬
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
、
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
蓋
と
し
て
ス
キ
ュ
フ
ォ
ス
）
？
土
器
８
（
＋
２
？
102）、
球
状
土
製
品
（
直
径
５
cm
）
１
S
m
ith
son
 1974, 334-340
G
r.A
R
III/IV
， 
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.25
×
0.55m
前
後
、
礫
石
の
層
で
蓋
）
？
103
土
器
８
104、
土
製
ビ
ー
ズ
25
S
m
ith
son
 1974, 343-347
G
r.A
R
V
，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
， 
1897
M
G
火
葬
土
壙
墓
（
1.0
×
0.55m
前
後
）
？
土
器
（
少
な
く
と
も
）
５
、
お
そ
ら
く
鉄
製
の
剣
１
S
m
ith
son
 1974, 347-349
G
r.B
20:5，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
西
方
 
L
G
？
？
？
少
な
く
と
も
土
器
１
？
Y
o
u
n
g
 19
5
1a
, 8
3, B
ra
n
n
 
1962, 30, n
o.2, 125
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G
r.B
21:2，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
西
方
L
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
土
壙
墓
（
方
位
は
南
－
北
、
頭
蓋
骨
は
南
）
成
人
女
性
か
？
土
器
３
Y
ou
n
g 1951a, 85-86, G
r.2, 
B
ran
n
 1962, 125
G
r.B
21:10，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
西
方
L
G
土
葬
土
器
棺
墓
（
棺
は
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
幼
児
（
18
ヶ
月
）
？
Y
ou
n
g 1951a, 82-83, G
r.1, 
B
ran
n
 1962, 125
G
r.B
21:23，
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
西
方
L
G
土
葬
？
？
？
少
な
く
と
も
土
器
８
（
1
個
は
手
づ
く
ね
土
器
）
Y
ou
n
g 1951a, 83-85, B
ran
n
 
1962, 47, n
o.125, 125
G
r.D
16:3 (X
X
V
III)， 
1949
L
G
土
葬
ピ
ソ
ス
墓
（
棺
は
大
型
粗
製
ピ
ソ
ス
、
遺
体
は
ピ
ソ
ス
の
底
に
横
に
倒
さ
れ
た
状
態
で
安
置
、板
石
で
蓋
）
乳
児
（
生
後
2
又
は
10
ヶ
月
105）
棺
の
外
か
ら
手
づ
く
ね
土
器
（
粗
製
土
器
）
１
、
内
部
か
ら
土
器
８
T
h
o
m
p
so
n
 1950, 330-331, 
B
ra
n
n
 1
9
6
2
, 3
9
, n
o
.7
3
, 
48, n
o.135, 56, n
o.220, 67, 
n
o.319, 72, n
o.368, 125  
G
r.E
14:4(X
X
III)，
「
ト
ロ
ス
の
墓
域
」
の
南
西
方
向
L
G
？
土
壙
墓
？
（
1.62
×
　
0.52m
、
方
位
は
北
東
－
南
西
）
？
少
な
く
と
も
土
器
１
Y
ou
n
g 1939, 99-100, B
ran
n
 
1962, 50, n
o. 154, 126
G
r.E
14:13(X
X
V
)，
「
ト
ロ
ス
の
墓
域
」
の
南
西
方
向
，
1934
L
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
土
壙
墓
（
2.10
×
0.68m
、
方
位
は
南
西
－
北
東
）
未
成
年
106
(
身
長
1.34
m
)
107
土
器
４
（
そ
の
う
ち
１
個
は
手
づ
く
ね
）
S
h
ear 1935, 359, 364-365, 
fig
s.2
0
-2
1, Y
o
u
n
g
 19
3
9
, 
10
1-10
3, B
ran
n
 196
2, 58
, 
n
o.231, 126 
G
r.E
18:1，　
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
北
西
斜
面
108 
L
G
土
葬
（
伸
展
葬
）
土
壙
墓
（
墓
壙
は
長
方
形
、
一
部
損
壊
、
残
存
部
は
1.30
×
0.43m
、
深
さ
0.80m
前
後
、
方
位
は
北
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器
棺
墓
（
棺
は
ヒ
ュ
ド
リ
ア
）
幼
児
土
器
２
Y
ou
n
g 1939, 26-28, B
ran
n
 
1962, 127
G
r.Q
17:6
L
G
 /
P
roto- 
attic
129
土
葬
ピ
ソ
ス
墓
（
遺
体
は
横
に
倒
さ
れ
た
状
態
、
棺
の
ピ
ソ
ス
は
深
鉢
で
蓋
）
乳
児
（
１
ヶ
月
）
棺
の
外
に
土
器
４
B
ran
n
 1960, 414-416, B
ran
n
 
1962, 37, n
o. 58, 38, n
o.65, 
54, n
o. 192, 130
G
r.E
14:12(X
X
IV
)，
「
ト
ロ
ス
の
墓
域
」
の
南
西
方
向
，
1934
？
130
土
葬
131
？
？
132
無
し
S
h
ear 1935, 359, 364, fig.20, 
Y
ou
n
g 1939, 100-101, B
ran
n
 
1962, 126
G
r.F
-G
12:3(X
X
I)，
「
ト
ロ
ス
の
墓
域
」
？
(G
?)
133
土
葬
土
壙
墓
（
2.15
×
0.63m
、
頭
蓋
骨
は
北
東
）
女
性
？
Y
ou
n
g 1939, 98, B
ran
n
 1962, 
126-127
134 
G
r.G
12:25(X
X
II)，
「
ト
ロ
ス
の
墓
域
」
？
土
葬
土
壙
墓
（
古
代
に
破
壊
、
幅
0.30m
、
方
位
は
ほ
ぼ
東
－
西
、
頭
蓋
骨
は
西
）
男
性
？
？
Y
ou
n
g 1939, 98, B
ran
n
 1962, 
128
G
r.O
7:1(X
X
X
V
)
135，
ア
ゴ
ラ
北
東
部
，
1951
？
136
土
葬
(
伸
展
葬
)
137
土
壙
墓
（
板
石
で
蓋
、
頭
部
は
北
138）
成
人
鉄
製
ピ
ン
１
T
h
om
pson
 1952, 108
－  150  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  151  －
（
註
）
（
1）
以
下
の
略
記
を
使
用
す
る
。
E
G
: E
arly G
eom
etric, G
r.: G
rave, L
G
: L
ate G
eom
etric, M
G
: M
iddle G
eom
etric, P
G
: P
rotogeom
etric, 
S
M
: S
u
bm
ycen
aean
.
（
2）
こ
の
欄
で
使
用
す
る
「
ア
ゴ
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、
ア
メ
リ
カ
の
調
査
隊
が
発
掘
を
行
っ
て
い
る
調
査
区
域
を
示
し
て
い
る
。
（
3）
こ
の
欄
に
お
い
て
方
位
を
記
載
す
る
際
は
、
そ
れ
が
判
明
す
る
墓
に
関
し
て
は
、
頭
蓋
骨
が
あ
る
方
角
を
先
に
記
し
た
。
た
と
え
ば
報
告
論
文
に
「
北
－
南
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
頭
蓋
骨
が
南
に
あ
る
場
合
に
は
「
南
－
北
」
と
修
正
し
た
。
（
4）
し
ば
し
ば
火
葬
用
骨
壷
の
上
に
蓋
と
し
て
土
器
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
完
形
品
な
ど
の
場
合
に
は
か
か
る
土
器
も
副
葬
品
の
１
つ
と
し
て
数
に
入
れ
る
。
明
ら
か
に
蓋
と
し
て
準
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
破
片
の
類
は
除
く
。
（
5）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 31, 165, W
h
itley 1991, 201.
（
6）
た
だ
し
報
告
で
は
ヘ
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
神
殿
で
は
な
く
、
テ
セ
イ
オ
ン
と
記
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 1937, 364)。
（
7）“
A
gora G
rave IV
 w
as a sm
all pit grave, w
h
ich
 w
as partly lin
ed w
ith
 ston
es su
pportin
g cover slabs” (S
tyren
iu
s 1967, 35).
（
8）“
th
e grave of a sm
all ch
ild” (S
h
ear 1937, 364).
（
9）
こ
の
墓
を
原
幾
何
学
文
様
期
に
分
類
す
る
研
究
者
も
存
在
す
る
(L
an
gdon
 2007, 183, T
able 9.1)。
年
代
決
定
の
鍵
と
な
る
こ
の
墓
の
土
器
に
言
及
が
あ
る
他
の
文
献
と
し
て
、
R
u
ppen
stein
 2007, 61, 72.
（
10）
こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
“
F
in
al M
ycen
aean
/S
u
bm
ycen
aean
”
と
記
す
文
献
が
あ
る
一
方
で
(P
apadopou
los, V
edder &
 S
ch
reiber 
1998, 516, fig.6, 517)、
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
か
ら
原
幾
何
学
文
様
期
へ
の
移
行
期
と
見
な
す
研
究
者
も
存
在
す
る
(L
em
os 2002, 230)。
 
（
11）
お
そ
ら
く
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
の
墓
J2:11
の
近
く
（
0.75m
の
距
離
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
根
拠
で
あ
ろ
う
が
、
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
(C
am
p 1999, 265, n
.14)。
（
12）
遺
物
の
図
面
や
写
真
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
年
次
報
告
の
記
載
に
従
っ
て
お
く
(S
h
ear Jr. 1997, 514)。
（
13）
こ
の
土
器
（
レ
キ
ュ
ト
ス
２
個
）
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
R
u
ppen
stein
 2007, 49, 59.
（
14）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 76, W
h
itley 1991, 201.
（
15）
た
だ
し
遺
物
の
図
面
や
写
真
な
ど
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
調
査
の
年
次
報
告
に
従
っ
た
(T
h
om
pson
 1953, 41-42)。
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
は
こ
の
墓
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
か
ら
原
幾
何
学
文
様
期
へ
の
移
行
期
と
し
て
い
る
(S
tyren
iu
s 1967, 76)。
レ
モ
ス
は
ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
に
依
拠
し
て
「
?S
M
/E
P
G
」
と
い
う
区
分
に
、
一
方
モ
リ
ス
と
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
に
分
類
し
て
い
る
(M
orris 1987, 228, 
W
h
itley 1991, 201, L
em
os 2002, 230)。
 
（
16）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 76.
（
17）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 76.
（
18）『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
の
325
頁
に
は
、
1937
年
に
発
掘
区
P
h
iか
ら
３
基
の
原
幾
何
学
文
様
期
の
墓
が
出
土
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
S
h
ear 
1938, 325）。
そ
の
う
ち
の
１
基
は
火
葬
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
３
基
の
う
ち
、
報
告
論
文
の
年
代
と
は
異
な
り
、
１
～
２
基
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
見
な
す
意
見
が
優
勢
で
あ
る
。
ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
は
土
葬
墓
２
基
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
判
断
し
て
い
る
（
S
tyren
iu
s 1967, 31, A
gora 
G
rave II [M
16-17:1], A
gora G
rave III? [N
16:1]）。
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
は
こ
の
記
述
に
従
っ
て
い
る
が
(M
ou
n
tjoy 1995, 65, n
.252, n
.253)、
た
だ
し
後
者
の
N
16:1
号
墓
は
、
ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
自
身
が
疑
問
符
を
付
し
て
い
る
通
り
、
他
の
資
料
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
N
16:1
と
い
う
未
発
表
の
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
の
墓
が
存
在
す
る
ら
し
い
。
C
f.W
h
itley 1991, 206.）。
　
一
方
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
1
基
（
M
16-17:1）
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
、
2
基
（
J9:I
お
よ
び
M
17:2）
を
原
幾
何
学
文
様
期
と
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 
1991, 201, 202)。
さ
ら
に
原
幾
何
学
文
様
期
に
焦
点
を
当
て
た
レ
モ
ス
の
著
作
に
お
い
て
は
、
X
L
(J9:1)
号
墓
と
X
V
I(M
17:2)
号
墓
の
2
基
が
後
期
原
幾
何
学
文
様
期
と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
X
L
(J9:1) は
骨
壷
を
伴
わ
な
い
火
葬
墓
で
あ
る
と
い
う
(L
em
os 2002, 153-154, n
.21, 
230)。
　
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
上
に
遺
物
の
写
真
や
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
に
は
現
段
階
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
墓
の
番
号
や
年
代
に
関
し
て
必
ず
し
も
十
分
な
確
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
（
19）
こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
土
器
（
レ
キ
ュ
ト
ス
）
を
“
F
in
al M
ycen
aean
/S
u
bm
ycen
aean
”
と
記
す
文
献
も
あ
る
(P
apadopou
los, V
edder &
 
S
ch
reiber 1998, 516, fig.7)。
（
20）
C
f.A
n
gel 1945, 301, n
o.54. 身
長
は
1.65m
（
S
h
ear 1939, 325）。
（
21）
C
f.M
ou
n
tjoy 1995, 65.
（
22）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 82, 83.
（
23）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 82, 83. 
（
24）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
原
幾
何
学
文
様
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 202)。
（
25）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 70, 71.
（
26）“
sim
ply laid ou
t on
 its back” (S
h
ear 1975, 373).
（
27）
大
型
の
ア
ン
フ
ォ
ラ
が
遺
体
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
。
副
葬
品
と
し
て
も
解
釈
し
う
る
が
、
同
時
に
墓
の
蓋
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
(S
h
ear 1975, 373-374)。
（
28）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
か
ら
原
幾
何
学
文
様
期
に
か
け
て
の
移
行
期
と
記
さ
れ
て
い
る
(H
ollow
ay 1966, 83)。
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
 
(S
tyren
iu
s 1967, 59)
と
原
幾
何
学
文
様
期
 (M
orris 1987, 228)
と
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
遺
物
の
図
面
や
写
真
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
年
次
報
告
に
従
っ
て
お
く
。
（
29）
墓
の
番
号
お
よ
び
年
代
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
－  150  －－  151  －
史苑（第七二巻第一号）
（
18）『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
の
325
頁
に
は
、
1937
年
に
発
掘
区
P
h
iか
ら
３
基
の
原
幾
何
学
文
様
期
の
墓
が
出
土
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
S
h
ear 
1938, 325）。
そ
の
う
ち
の
１
基
は
火
葬
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
３
基
の
う
ち
、
報
告
論
文
の
年
代
と
は
異
な
り
、
１
～
２
基
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
見
な
す
意
見
が
優
勢
で
あ
る
。
ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
は
土
葬
墓
２
基
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
判
断
し
て
い
る
（
S
tyren
iu
s 1967, 31, A
gora 
G
rave II [M
16-17:1], A
gora G
rave III? [N
16:1]）。
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
は
こ
の
記
述
に
従
っ
て
い
る
が
(M
ou
n
tjoy 1995, 65, n
.252, n
.253)、
た
だ
し
後
者
の
N
16:1
号
墓
は
、
ス
テ
ュ
レ
ニ
ア
ス
自
身
が
疑
問
符
を
付
し
て
い
る
通
り
、
他
の
資
料
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
N
16:1
と
い
う
未
発
表
の
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
の
墓
が
存
在
す
る
ら
し
い
。
C
f.W
h
itley 1991, 206.）。
　
一
方
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
1
基
（
M
16-17:1）
を
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
、
2
基
（
J9:I
お
よ
び
M
17:2）
を
原
幾
何
学
文
様
期
と
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 
1991, 201, 202)。
さ
ら
に
原
幾
何
学
文
様
期
に
焦
点
を
当
て
た
レ
モ
ス
の
著
作
に
お
い
て
は
、
X
L
(J9:1)
号
墓
と
X
V
I(M
17:2)
号
墓
の
2
基
が
後
期
原
幾
何
学
文
様
期
と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
X
L
(J9:1) は
骨
壷
を
伴
わ
な
い
火
葬
墓
で
あ
る
と
い
う
(L
em
os 2002, 153-154, n
.21, 
230)。
　
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
上
に
遺
物
の
写
真
や
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
に
は
現
段
階
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
墓
の
番
号
や
年
代
に
関
し
て
必
ず
し
も
十
分
な
確
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
（
19）
こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
土
器
（
レ
キ
ュ
ト
ス
）
を
“
F
in
al M
ycen
aean
/S
u
bm
ycen
aean
”
と
記
す
文
献
も
あ
る
(P
apadopou
los, V
edder &
 
S
ch
reiber 1998, 516, fig.7)。
（
20）
C
f.A
n
gel 1945, 301, n
o.54. 身
長
は
1.65m
（
S
h
ear 1939, 325）。
（
21）
C
f.M
ou
n
tjoy 1995, 65.
（
22）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 82, 83.
（
23）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 82, 83. 
（
24）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
原
幾
何
学
文
様
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 202)。
（
25）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 70, 71.
（
26）“
sim
ply laid ou
t on
 its back” (S
h
ear 1975, 373).
（
27）
大
型
の
ア
ン
フ
ォ
ラ
が
遺
体
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
。
副
葬
品
と
し
て
も
解
釈
し
う
る
が
、
同
時
に
墓
の
蓋
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
(S
h
ear 1975, 373-374)。
（
28）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
か
ら
原
幾
何
学
文
様
期
に
か
け
て
の
移
行
期
と
記
さ
れ
て
い
る
(H
ollow
ay 1966, 83)。
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
 
(S
tyren
iu
s 1967, 59)
と
原
幾
何
学
文
様
期
 (M
orris 1987, 228)
と
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
遺
物
の
図
面
や
写
真
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
年
次
報
告
に
従
っ
て
お
く
。
（
29）
墓
の
番
号
お
よ
び
年
代
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
－  152  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  153  －
（
30）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
(W
h
itely 1991, 201)、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
の
文
献
で
54
号
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
墓
で
あ
る
(S
m
ith
son
 1961, 178)。
（
31）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 104, diagram
 7.
（
32）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 88, W
h
itley 1991, 202.
（
33）
骨
壷
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
土
器
を
副
葬
品
と
見
な
し
た
。
（
34）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 109.
（
35）“
tren
ch
-an
d-h
ole type”
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
火
葬
骨
壷
で
あ
ろ
う
(S
tyren
iu
s 1967, 91)。
（
36）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 107, 109-110.
（
37）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230.
（
38）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 95, 96.
（
39）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 104, 108, 109.
（
40）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 90, L
em
os 2002, 230. ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
の
第
41
号
墓
で
あ
る
と
い
う
(S
m
ith
son
 1961, 178, W
h
itley 1991, 202)。
（
41）
墓
の
構
造
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 91-92.
（
42）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
、
骨
壷
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
中
か
ら
小
型
の
カ
ッ
プ
の
底
部
が
１
個
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 
1937, 368)。
他
の
文
献
で
は
こ
の
墓
の
副
葬
品
と
し
て
レ
キ
ュ
ト
ス
６
個
と
ピ
ュ
ク
シ
ス
２
個
と
い
う
言
及
が
あ
る
(S
tyren
iu
s 1967, 104, 
diagram
 7)。
と
す
る
と
、
最
低
で
も
９
個
の
土
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
43）“
tw
o iron
 brooch
es” (S
h
ear1937, 368). フ
ィ
ブ
ラ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
44）
墓
の
番
号
に
関
す
る
註
で
記
し
た
と
お
り
も
し
も
こ
の
墓
が
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
第
41
号
墓
で
あ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
手
づ
く
ね
ピ
ュ
ク
シ
ス
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
可
能
性
が
あ
る
(S
m
ith
son
 1961, 172, n
o.54, 178, pl.30, A
gora P
6695)。
（
45）
レ
モ
ス
の
こ
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
C
9:14
号
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
遺
構
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
(S
m
ith
son
 1961, 178)。
（
46）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 89, L
em
os 2002, 230. ま
た
ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
こ
の
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
21
号
墓
で
あ
る
と
い
う
(S
m
ith
son
 1961, 178, W
h
itley 1991, 202)。
（
47）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 95.
（
48）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
、
成
人
の
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 1937, 368)。
た
だ
し
遺
骨
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
子
供
の
墓
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
研
究
者
も
い
る
(S
tyren
iu
s 1967, 95)。
（
49）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230. C
f.W
h
itley 1991, 202. こ
の
墓
を
20
号
墓
と
記
す
文
献
も
存
在
す
る
(S
m
ith
son
 1961, 178)。
 
（
50）
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
記
載
す
る
文
献
も
あ
る
が
(S
tyren
iu
s 1967, 32, W
h
itley 1991, 201)、
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
に
よ
れ
ば
ア
ゴ
ラ
の
記
録
文
書
で
は
原
幾
何
学
文
様
期
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
(M
ou
n
tjoy 1995, 65-66, n
.255)。
遺
物
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
独
自
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
（
51）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
、
E
12:1
号
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
22
号
墓
で
あ
る
と
い
う
（
S
m
ith
son
 1961, 178, 
W
h
itley 1991, 202）。
（
52）
墓
の
番
号
に
関
す
る
註
で
記
し
た
よ
う
に
も
し
も
こ
の
墓
が
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
22
号
墓
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
土
器
１
個
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
(S
tm
ith
son
 1961, 158, n
o.8, 178)。
（
53）
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230.
（
54）
た
だ
し
ヘ
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
神
殿
で
は
な
く
、
テ
セ
イ
オ
ン
と
記
載
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 1937, 364)。
（
55）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
レ
モ
ス
に
従
っ
た
。
レ
モ
ス
は
こ
の
墓
を
X
V
I
号
墓
と
同
一
と
記
し
て
い
る
(L
em
os 2002, 230)。
た
だ
し
デ
ズ
ボ
ロ
は
お
そ
ら
く
F
16:3
号
墓
と
思
わ
れ
る
墓
を
X
V
II
号
墓
と
記
載
し
て
い
る
(D
esborou
gh
 1952, 108, 308)。
（
56）
骨
壷
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
土
器
を
副
葬
品
と
見
な
し
た
。
（
57）“
tw
o large brooch
es” (S
h
ear 1933, 470).お
そ
ら
く
フ
ィ
ブ
ラ
で
あ
ろ
う
(C
f.D
esborou
gh
 1952, 308)。
（
58）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230, cf.W
h
itley 1991, 202. 
（
59）
遺
物
が
公
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
段
階
で
は
筆
者
自
身
が
結
論
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
墓
が
F
16:3
号
墓
の
近
く
で
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
は
同
様
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
原
幾
何
学
文
様
期
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
(S
h
ear 1933, 468)。
ま
た
未
発
表
の
調
査
資
料
を
閲
覧
し
て
い
る
ウ
ィ
ッ
ト
リ
、
ほ
か
に
も
レ
モ
ス
が
原
幾
何
学
文
様
期
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
た
(W
h
itley 
1991, 202, L
em
os 2002, 230)。
（
60）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 90, L
em
os 2002, 230.
（
61）
レ
モ
ス
の
こ
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
こ
の
墓
は
『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
に
記
載
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
(S
h
ear 1938, 325)。『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
の
当
該
頁
に
関
す
る
記
載
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
（
62）
墓
の
番
号
お
よ
び
年
代
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
も
し
か
し
た
ら
こ
の
墓
が
M
17:2(X
V
I)
号
墓
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
 (S
tyren
iu
s 1967, 95, L
em
os 2002, 153-154, n
.21)。
（
63）
レ
モ
ス
の
こ
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
O
7:6
号
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
遺
構
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
(S
m
ith
son
 1961, 178)。
た
だ
し
番
号
は
不
明
で
あ
る
。
（
64）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 90, L
em
os 2002, 230.
（
65）
S
tyren
iu
s 1967, 96.
－  152  －－  153  －
史苑（第七二巻第一号）
（
50）
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
記
載
す
る
文
献
も
あ
る
が
(S
tyren
iu
s 1967, 32, W
h
itley 1991, 201)、
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
に
よ
れ
ば
ア
ゴ
ラ
の
記
録
文
書
で
は
原
幾
何
学
文
様
期
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
(M
ou
n
tjoy 1995, 65-66, n
.255)。
遺
物
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
独
自
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
（
51）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
、
E
12:1
号
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
22
号
墓
で
あ
る
と
い
う
（
S
m
ith
son
 1961, 178, 
W
h
itley 1991, 202）。
（
52）
墓
の
番
号
に
関
す
る
註
で
記
し
た
よ
う
に
も
し
も
こ
の
墓
が
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
22
号
墓
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
土
器
１
個
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
(S
tm
ith
son
 1961, 158, n
o.8, 178)。
（
53）
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230.
（
54）
た
だ
し
ヘ
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
神
殿
で
は
な
く
、
テ
セ
イ
オ
ン
と
記
載
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 1937, 364)。
（
55）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
レ
モ
ス
に
従
っ
た
。
レ
モ
ス
は
こ
の
墓
を
X
V
I
号
墓
と
同
一
と
記
し
て
い
る
(L
em
os 2002, 230)。
た
だ
し
デ
ズ
ボ
ロ
は
お
そ
ら
く
F
16:3
号
墓
と
思
わ
れ
る
墓
を
X
V
II
号
墓
と
記
載
し
て
い
る
(D
esborou
gh
 1952, 108, 308)。
（
56）
骨
壷
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
土
器
を
副
葬
品
と
見
な
し
た
。
（
57）“
tw
o large brooch
es” (S
h
ear 1933, 470).お
そ
ら
く
フ
ィ
ブ
ラ
で
あ
ろ
う
(C
f.D
esborou
gh
 1952, 308)。
（
58）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
L
em
os 2002, 230, cf.W
h
itley 1991, 202. 
（
59）
遺
物
が
公
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
段
階
で
は
筆
者
自
身
が
結
論
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
墓
が
F
16:3
号
墓
の
近
く
で
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
は
同
様
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
原
幾
何
学
文
様
期
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
(S
h
ear 1933, 468)。
ま
た
未
発
表
の
調
査
資
料
を
閲
覧
し
て
い
る
ウ
ィ
ッ
ト
リ
、
ほ
か
に
も
レ
モ
ス
が
原
幾
何
学
文
様
期
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
た
(W
h
itley 
1991, 202, L
em
os 2002, 230)。
（
60）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 90, L
em
os 2002, 230.
（
61）
レ
モ
ス
の
こ
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
こ
の
墓
は
『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
に
記
載
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
(S
h
ear 1938, 325)。『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
７
巻
の
当
該
頁
に
関
す
る
記
載
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
（
62）
墓
の
番
号
お
よ
び
年
代
に
関
し
て
は
、
G
r.M
16-17:1?
の
註
を
参
照
。
も
し
か
し
た
ら
こ
の
墓
が
M
17:2(X
V
I)
号
墓
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
 (S
tyren
iu
s 1967, 95, L
em
os 2002, 153-154, n
.21)。
（
63）
レ
モ
ス
の
こ
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
O
7:6
号
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
遺
構
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
(S
m
ith
son
 1961, 178)。
た
だ
し
番
号
は
不
明
で
あ
る
。
（
64）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 90, L
em
os 2002, 230.
（
65）
S
tyren
iu
s 1967, 96.
－  154  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  155  －
（
66）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 89.レ
モ
ス
に
よ
る
と
、
こ
の
墓
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
に
よ
る
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
ど
の
墓
な
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
(L
em
os 2002, 230, S
m
ith
son
 1961, 178)。
（
67）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 96.
（
68）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 102, 108.
（
69）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 89, L
em
os 2002, 230.
（
70）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 89, L
em
os 2002, 230.
（
71）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 95.
（
72）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 102, 108.
（
73）
T
15:2
号
墓
と
は
1m
も
離
れ
て
い
な
い
(S
h
ear Jr. 1973, 399)。
（
74）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
B
legen
 1952, 279, W
h
itley 1991, 203.
（
75）
骨
壷
が
一
般
に
女
性
用
と
見
な
さ
れ
て
い
る
肩
の
部
分
に
二
つ
の
把
手
が
あ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
、女
性
の
墓
と
推
察
さ
れ
て
い
る
(C
oldstream
 
1977, 26, 27, fig.1e)。
  
（
76）
21
個
の
土
器
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
1
個
は
骨
壷
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
で
あ
る
た
め
、
副
葬
品
は
20
個
で
あ
る
(
骨
壷
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ピ
ュ
ク
シ
ス
も
副
葬
品
に
含
め
た
）。
さ
ら
に
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
３
個
の
土
器
の
小
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
う
(Y
ou
n
g 
1949, 283, n
.25)。
（
77）
お
そ
ら
く
こ
は
く
金
(electru
m
)
と
報
告
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1949, 297, n
o.25)。
S
.ラ
ン
グ
ド
ン
は
こ
の
遺
物
を
“
H
air S
piral”
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(L
an
gdon
 2007, 183, T
able 9.1, 2008, 132, T
able 3.1)。
（
78）
D
16:2
号
墓
の
3m
ほ
ど
東
方
(B
legen
 1952, 279)。
（
79）
た
だ
し
人
骨
は
部
分
的
に
焼
け
た
状
態
で
あ
っ
た
(B
legen
 1952, 282)。
（
80）“
Javelin
 poin
t or sm
all ch
isel” (B
legen
 1952, 289, n
o.7).
（
81）“
L
oop or h
asp w
ith
 en
ds ben
t ou
t flat at righ
t an
gles to lon
gitu
din
al axis of loop” (B
legen
 1952, 290, n
o.10).
（
82）
副
葬
品
の
土
器
（
ピ
ュ
ク
シ
ス
）
の
蓋
の
つ
ま
み
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(B
legen
 1952, 290, n
o.14)。
（
83）
ウ
ィ
ッ
ト
リ
に
よ
れ
ば
こ
の
資
料
は
ス
ミ
ス
ソ
ン
論
文
の
ア
ゴ
ラ
の
墓
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
何
番
の
墓
か
は
不
明
で
あ
る
(S
m
ith
son
 1961, 178, W
h
itley 1991, 202)。
  
（
84）
お
そ
ら
く
未
発
表
資
料
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
。
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
に
従
っ
た
(C
oldstream
 1968, 10, 2008, 10)。
（
85）“
C
em
etery D
eposit” (C
oldstream
 1968, 10, 2008, 10), “
n
ot a proper grave” (W
h
itley 1991, 202).
（
86）
骨
壷
は
含
め
て
い
な
い
が
、
そ
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
カ
ッ
プ
は
副
葬
品
と
見
な
し
た
。
（
87）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
W
h
itley 1991, 203.
（
88）
年
次
報
告
で
は
墓
の
年
代
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
は
な
く
、
遺
物
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
の
意
見
に
従
っ
た
(C
oldstream
 1968, 10, 2008, 10)。
（
89）“
a sm
all iron
 saw
 an
d kn
ife” (T
h
om
pson
 1956, 48).
（
90）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
C
oldstream
 1968, 14, 2008, 14, W
h
itley 1991, 203.
（
91）
身
長
は
1.69m
。
こ
の
人
骨
の
鑑
定
に
関
し
て
は
、
L
ittle &
 P
apadopou
los 1998, 376-378, n
.8.
（
92）
遺
体
の
足
付
近
か
ら
初
期
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
が
一
個
発
見
さ
れ
た
。
副
葬
品
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
(L
ittle &
 P
apadopou
los 1998, 
379)。
（
93）
こ
の
や
り
先
は
破
壊
さ
れ
た
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
の
墓
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(S
m
ith
son
 1974, 342, A
R
II-3)。
（
94）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
W
h
itley 1991, 203.
（
95）
年
次
報
告
に
お
い
て
は
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
が
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
(T
h
om
pson
 1956, 49)。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
こ
の
墓
を
E
G
-M
G
I
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
96）
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
片
が
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
な
年
代
は
不
明
(S
m
ith
son
 1974, 350)。
た
だ
し
、
同
時
に
報
告
さ
れ
た
他
の
墓
が
E
G
ま
た
は
M
G
な
の
で
、
こ
の
墓
も
そ
の
ど
ち
ら
か
の
時
期
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
97）
同
時
に
報
告
さ
れ
た
他
の
墓
が
E
G
ま
た
は
M
G
な
の
で
、
こ
の
墓
も
そ
の
ど
ち
ら
か
の
時
期
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
98）
C
f.C
oldstream
 1968, 21, 2008, 21.
（
99）
関
節
炎
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
(S
m
ith
son
 1974, 362)。
（
100）
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
の
岩
室
墓
(N
21-22:1)
の
羨
道
の
上
か
ら
発
見
(S
h
ear 1940, 279, fig.15, Im
m
erw
ah
r 1971, pl.80)。
（
101）
年
次
報
告
で
は
“
late G
eom
etric”
と
記
さ
れ
て
い
る
が
(S
h
ear 1940, 292)、
中
期
幾
何
学
文
様
期
で
あ
ろ
う
(C
oldstream
 1968, 22, 2008, 
22)。
（
102）
C
f.S
m
ith
son
 1974, 339-340.
（
103）
副
葬
品
か
ら
女
性
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
(S
m
ith
son
 1974, 343)。
（
104）
カ
タ
ロ
グ
で
は
A
R
III/IV
-1
か
ら
A
R
III/IV
-9
ま
で
あ
る
が
、
A
R
III/IV
-7
お
よ
び
A
R
III/IV
-7bis.は
除
外
し
た
(S
m
ith
son
 1974, 
343-346)。
（
105）
生
後
２
ヶ
月
前
後
と
記
す
文
献
と
し
て
、
B
ran
n
 1962, 125. 10
ヶ
月
前
後
と
記
す
文
献
と
し
て
、
T
h
om
pson
 1950, 330.
－  154  －－  155  －
史苑（第七二巻第一号）
（
87）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
W
h
itley 1991, 203.
（
88）
年
次
報
告
で
は
墓
の
年
代
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
は
な
く
、
遺
物
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
の
意
見
に
従
っ
た
(C
oldstream
 1968, 10, 2008, 10)。
（
89）“
a sm
all iron
 saw
 an
d kn
ife” (T
h
om
pson
 1956, 48).
（
90）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
C
oldstream
 1968, 14, 2008, 14, W
h
itley 1991, 203.
（
91）
身
長
は
1.69m
。
こ
の
人
骨
の
鑑
定
に
関
し
て
は
、
L
ittle &
 P
apadopou
los 1998, 376-378, n
.8.
（
92）
遺
体
の
足
付
近
か
ら
初
期
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
が
一
個
発
見
さ
れ
た
。
副
葬
品
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
(L
ittle &
 P
apadopou
los 1998, 
379)。
（
93）
こ
の
や
り
先
は
破
壊
さ
れ
た
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
の
墓
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(S
m
ith
son
 1974, 342, A
R
II-3)。
（
94）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
W
h
itley 1991, 203.
（
95）
年
次
報
告
に
お
い
て
は
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
が
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
(T
h
om
pson
 1956, 49)。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
こ
の
墓
を
E
G
-M
G
I
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
96）
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
片
が
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
な
年
代
は
不
明
(S
m
ith
son
 1974, 350)。
た
だ
し
、
同
時
に
報
告
さ
れ
た
他
の
墓
が
E
G
ま
た
は
M
G
な
の
で
、
こ
の
墓
も
そ
の
ど
ち
ら
か
の
時
期
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
97）
同
時
に
報
告
さ
れ
た
他
の
墓
が
E
G
ま
た
は
M
G
な
の
で
、
こ
の
墓
も
そ
の
ど
ち
ら
か
の
時
期
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 203)。
（
98）
C
f.C
oldstream
 1968, 21, 2008, 21.
（
99）
関
節
炎
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
(S
m
ith
son
 1974, 362)。
（
100）
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
の
岩
室
墓
(N
21-22:1)
の
羨
道
の
上
か
ら
発
見
(S
h
ear 1940, 279, fig.15, Im
m
erw
ah
r 1971, pl.80)。
（
101）
年
次
報
告
で
は
“
late G
eom
etric”
と
記
さ
れ
て
い
る
が
(S
h
ear 1940, 292)、
中
期
幾
何
学
文
様
期
で
あ
ろ
う
(C
oldstream
 1968, 22, 2008, 
22)。
（
102）
C
f.S
m
ith
son
 1974, 339-340.
（
103）
副
葬
品
か
ら
女
性
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
(S
m
ith
son
 1974, 343)。
（
104）
カ
タ
ロ
グ
で
は
A
R
III/IV
-1
か
ら
A
R
III/IV
-9
ま
で
あ
る
が
、
A
R
III/IV
-7
お
よ
び
A
R
III/IV
-7bis.は
除
外
し
た
(S
m
ith
son
 1974, 
343-346)。
（
105）
生
後
２
ヶ
月
前
後
と
記
す
文
献
と
し
て
、
B
ran
n
 1962, 125. 10
ヶ
月
前
後
と
記
す
文
献
と
し
て
、
T
h
om
pson
 1950, 330.
－  156  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
－  157  －
（
106）“
T
h
e grave of a you
th
” (Y
ou
n
g 1939, 101), “
S
keleton
 of you
th
” (B
ran
n
 1962, 126). 
（
107）
た
だ
し
頭
か
ら
く
る
ぶ
し
ま
で
の
数
字
で
あ
り
、
ま
た
頭
を
傾
げ
た
状
態
(Y
ou
n
g 1939, 101, B
ran
n
 1962, 126)。
 
（
108）
1939
年
に
発
見
さ
れ
た
後
期
幾
何
学
文
様
期
の
３
基
の
墓
の
近
く
で
1947
年
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
同
時
期
の
墓
が
お
そ
ら
く
こ
れ
で
あ
ろ
う
(Y
ou
n
g 1949, 277, n
.7)。
（
109）
覆
土
か
ら
後
期
幾
何
学
文
様
期
の
土
器
片
が
出
土
(B
ran
n
 1960, 411)。
（
110）
筆
者
が
写
真
か
ら
判
断
し
た
(B
ran
n
 1960, pl.88)。
（
111）
年
次
報
告
で
は
少
女
(you
n
g girl)
と
記
さ
れ
て
い
る
(S
h
ear 1940, 271)。
お
そ
ら
く
副
葬
品
か
ら
の
推
測
で
あ
ろ
う
。
（
112）“
R
ivetted iron
 bin
din
g” (B
ran
n
 1960, 410, n
o.3). 
（
113）
当
初
調
査
の
年
次
報
告
に
お
い
て
は
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
(S
h
ear 1940, 271)、
そ
の
後
の
論
文
で
は
ガ
ラ
ス
製
(sky-blu
e 
frit)
と
さ
れ
て
い
る
(B
ran
n
 1960, 406, n
o.8)。
（
114）
こ
の
墓
は
一
部
破
壊
さ
れ
て
お
り
遺
骨
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
幼
児
の
墓
と
記
載
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1939, 34)。
（
115）
棺
な
い
し
は
骨
壷
の
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土
器
も
副
葬
品
に
数
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
墓
の
場
合
に
は
底
部
の
破
片
が
蓋
と
し
て
使
用
さ
て
お
り
（
完
形
品
で
は
な
い
の
で
）、
副
葬
品
と
は
見
な
し
え
な
い
。
（
116）
副
葬
品
か
ら
の
推
測
で
あ
っ
て
、
人
骨
の
鑑
定
結
果
で
は
な
い
(Y
ou
n
g 1939, 94)。
（
117）
19
歳
の
女
性
と
記
す
文
献
が
あ
る
(L
an
gdon
 2007, 183, T
able 9.1, 2008, 133, T
able 3.1)。
（
118）“
sm
all ch
ild” (Y
ou
n
g 1939, 28).
（
119）
男
性
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
不
明
。
（
120）
管
が
通
っ
た
著
名
な
オ
イ
ノ
コ
エ
。
C
f.F
raser 1940, P
apadopou
los 1999, D
ah
m
 2007.
（
121）
ア
ン
フ
ォ
ラ
と
カ
ン
タ
ロ
ス
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
の
推
測
で
あ
り
、
人
骨
鑑
定
に
よ
る
結
果
で
は
な
い
(Y
ou
n
g 1939, 73)。
（
122）
男
性
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
は
不
明
(Y
ou
n
g 1939, 71, B
ran
n
 1962, 128)。
（
123）
副
葬
品
か
ら
の
推
測
(Y
ou
n
g 1939, 78)。
年
齢
を
15
歳
と
記
す
文
献
が
あ
る
(L
an
gdon
 2007, 183, T
able 9.1, 2008, 133, T
able 3.1)。
　
（
124）
井
戸
N
11:5
の
上
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
(T
h
om
pson
 1953, 39, B
ran
n
 1960, 413)。
こ
の
墓
の
付
近
か
ら
は
ほ
か
に
２
体
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
破
壊
さ
れ
た
墓
の
被
葬
者
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
こ
の
墓
と
同
時
期
か
否
か
は
不
明
(B
ran
n
 1960, 413, B
ran
n
 1962, 
129)。
（
125）
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
は
こ
の
墓
を
“
S
u
bgeom
etric, con
tem
porary w
ith
 E
arly P
rotoattic”
と
い
う
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(C
oldstream
 
1968, 84, 2008, 84)。
（
126）
墓
の
東
方
か
ら
複
数
の
石
が
出
土
。
こ
の
墓
と
関
連
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
(B
ran
n
 1960, 413, B
ran
n
 1962, 129)。
（
127）
少
女
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
(T
h
om
pson
 1953, 39, B
ran
n
 1962, 129)。
（
128）
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
は
こ
の
墓
を
“
S
u
bgeom
etric, con
tem
porary w
ith
 E
arly P
rotoattic”
と
い
う
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(C
oldstream
 
1968, 84, 2008, 84)。
（
129）
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
は
こ
の
墓
を
“
S
u
bgeom
etric, con
tem
porary w
ith
 E
arly P
rotoattic”
と
い
う
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(C
oldstream
 
1968, 84, 2008, 84)。
（
130）
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
年
代
は
不
明
。
た
だ
し
L
G
の
墓
に
関
す
る
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
(Y
ou
n
g 1939, 100-101, 
G
r.X
X
IV
)、
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
こ
の
墓
を
L
G
II
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 204)。
（
131）
足
の
骨
は
出
土
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屈
葬
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1939, 101, B
ran
n
 1962, 126)。
（
132）
ブ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
被
葬
者
は
、『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
14
巻
に
掲
載
さ
れ
た
人
骨
に
関
す
る
報
告
の
85
番
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
も
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
女
性
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
(A
n
gel 1945, 306, n
o.85, B
ran
n
 1962, 126, E
14:12)。
（
133）
副
葬
品
は
出
土
し
て
い
な
い
。
周
辺
で
発
掘
さ
れ
た
同
様
の
墓
の
年
代
か
ら
幾
何
学
文
様
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1939, 98)。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
疑
問
符
付
き
で
L
G
II
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 204)。
（
134）
こ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
の
記
載
に
よ
れ
ば
こ
の
墓
の
人
骨
に
関
し
て
は
、
A
n
gel 1945, 305, n
o.82（
た
だ
し
、
X
X
I
号
墓
で
は
な
く
X
X
X
I
号
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
）。
（
135）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 76.
（
136）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
報
告
さ
れ
て
お
り
(T
h
om
pson
 1952, 108)、
そ
れ
に
従
う
研
究
者
も
い
る
(S
tyren
iu
s 1967, 76, 
W
h
itley 1991, 201)。
し
か
し
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
に
よ
れ
ば
、
ア
ゴ
ラ
の
調
査
記
録
で
は
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
ま
た
は
幾
何
学
文
様
期
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
は
、
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
よ
り
は
幾
何
学
文
様
期
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
(M
ou
n
tjoy 1995, 65, n
.255)。
目
下
の
と
こ
ろ
墓
に
関
し
て
も
唯
一
の
副
葬
品
で
あ
る
鉄
製
ピ
ン
に
関
し
て
も
写
真
や
図
面
が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
断
を
下
す
材
料
が
存
在
し
な
い
。
（
137）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 80.
（
138）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 79.
－  156  －－  157  －
史苑（第七二巻第一号）
（
127）
少
女
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
(T
h
om
pson
 1953, 39, B
ran
n
 1962, 129)。
（
128）
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
は
こ
の
墓
を
“
S
u
bgeom
etric, con
tem
porary w
ith
 E
arly P
rotoattic”
と
い
う
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(C
oldstream
 
1968, 84, 2008, 84)。
（
129）
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
は
こ
の
墓
を
“
S
u
bgeom
etric, con
tem
porary w
ith
 E
arly P
rotoattic”
と
い
う
項
目
に
分
類
し
て
い
る
(C
oldstream
 
1968, 84, 2008, 84)。
（
130）
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
年
代
は
不
明
。
た
だ
し
L
G
の
墓
に
関
す
る
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
(Y
ou
n
g 1939, 100-101, 
G
r.X
X
IV
)、
ウ
ィ
ッ
ト
リ
も
こ
の
墓
を
L
G
II
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 204)。
（
131）
足
の
骨
は
出
土
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屈
葬
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1939, 101, B
ran
n
 1962, 126)。
（
132）
ブ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
被
葬
者
は
、『
ヘ
ス
ペ
リ
ア
』
第
14
巻
に
掲
載
さ
れ
た
人
骨
に
関
す
る
報
告
の
85
番
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
も
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
女
性
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
(A
n
gel 1945, 306, n
o.85, B
ran
n
 1962, 126, E
14:12)。
（
133）
副
葬
品
は
出
土
し
て
い
な
い
。
周
辺
で
発
掘
さ
れ
た
同
様
の
墓
の
年
代
か
ら
幾
何
学
文
様
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(Y
ou
n
g 1939, 98)。
ウ
ィ
ッ
ト
リ
は
疑
問
符
付
き
で
L
G
II
期
に
分
類
し
て
い
る
(W
h
itley 1991, 204)。
（
134）
こ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
の
記
載
に
よ
れ
ば
こ
の
墓
の
人
骨
に
関
し
て
は
、
A
n
gel 1945, 305, n
o.82（
た
だ
し
、
X
X
I
号
墓
で
は
な
く
X
X
X
I
号
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
）。
（
135）
墓
の
番
号
に
関
し
て
は
、
S
tyren
iu
s 1967, 76.
（
136）
調
査
の
年
次
報
告
で
は
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
と
報
告
さ
れ
て
お
り
(T
h
om
pson
 1952, 108)、
そ
れ
に
従
う
研
究
者
も
い
る
(S
tyren
iu
s 1967, 76, 
W
h
itley 1991, 201)。
し
か
し
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
に
よ
れ
ば
、
ア
ゴ
ラ
の
調
査
記
録
で
は
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
ま
た
は
幾
何
学
文
様
期
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
は
、
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
よ
り
は
幾
何
学
文
様
期
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
(M
ou
n
tjoy 1995, 65, n
.255)。
目
下
の
と
こ
ろ
墓
に
関
し
て
も
唯
一
の
副
葬
品
で
あ
る
鉄
製
ピ
ン
に
関
し
て
も
写
真
や
図
面
が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
断
を
下
す
材
料
が
存
在
し
な
い
。
（
137）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 80.
（
138）
C
f.S
tyren
iu
s 1967, 79.
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表
２
　
現
今
の
公
表
資
料
に
も
と
づ
く
ア
ゴ
ラ
の
墓
出
土
の
武
具
お
よ
び
刃
物
類
墓
年
代
1
鉄
製
武
具
お
よ
び
刃
物
類
青
銅
製
武
具
お
よ
び
刃
物
類
剣
や
り
先
ナ
イ
フ
そ
の
他
合
計
剣
や
り
先
ナ
イ
フ
そ
の
他
合
計
D
16:2
E
G
1
1
0
D
16:4
E
G
1
2
2
3
8
0
N
16:4
E
G
(?)
1
1
1
3
0
R
20:1
E
G
1
1
2
0
A
R
II
E
G
1
1
1
2
1
A
R
V
M
G
1(?)
1(?)
0
E
19:3
L
G
1
1
0
G
12:7
L
G
1
1
0
G
12:24
L
G
1
1
0
（
註
）
（
1）
以
下
の
略
記
を
使
用
す
る
。
E
G
: E
arly G
eom
etric（
初
期
幾
何
学
文
様
期
）、
M
G
: M
iddle G
eom
etric（
中
期
幾
何
学
文
様
期
）、
　
　
L
G
: L
ate G
eom
etric（
後
期
幾
何
学
文
様
期
）
（
2）
こ
の
や
り
先
は
破
壊
さ
れ
た
ミ
ケ
ー
ネ
時
代
の
墓
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(S
m
ith
son
 1974, 342, A
R
II-3)。
表
3　
現
今
の
公
表
デ
ー
タ
に
基
づ
く
ア
ゴ
ラ
の
墓
出
土
の
金
属
製
装
飾
品
墓
年
代
1
鉄
製
装
飾
品
青
銅
製
装
飾
品
フ
ィ
ブ
ラ
ピ
ン
そ
の
他
合
計
フ
ィ
ブ
ラ
ピ
ン
そ
の
他
合
計
C
9:3
S
M
1
1
I5:2
S
M
(1)
2
(1)
4
1
12
3
17
C
9:9
P
G
1
1
2
4
?
C
9:10
P
G
2
2
4
5
?
C
9:11
P
G
1
1
?
C
9:13
P
G
2
2
4
0
F
9:1
P
G
0
1
1
2
F
16:3
P
G
2
2
4
0
Q
8:6
P
G
1
1
1 (+1
6)
3
4 (+1)
D
16:2
E
G
0
2
2
4
D
16:4
E
G
1
1
0
H
16:6
E
G
1
1
2
3 (+1
7)
1
6 (+1)
R
20:1
E
G
1?
1?
0
E
19:2
L
G
0
2
2
G
12:9
L
G
4
4
1
3
4
G
12:14
L
G
0
1
1
G
12:17
L
G
5
5
1
1
2
4
O
7:1
?
1
1
0
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史苑（第七二巻第一号）
表
3　
現
今
の
公
表
デ
ー
タ
に
基
づ
く
ア
ゴ
ラ
の
墓
出
土
の
金
属
製
装
飾
品
墓
年
代
1
鉄
製
装
飾
品
青
銅
製
装
飾
品
フ
ィ
ブ
ラ
ピ
ン
そ
の
他
合
計
フ
ィ
ブ
ラ
ピ
ン
そ
の
他
合
計
C
9:3
S
M
1
1
I5:2
S
M
(1)
2
(1)
4
1
12
3
17
C
9:9
P
G
1
1
2
4
?
C
9:10
P
G
2
2
4
5
?
C
9:11
P
G
1
1
?
C
9:13
P
G
2
2
4
0
F
9:1
P
G
0
1
1
2
F
16:3
P
G
2
2
4
0
Q
8:6
P
G
1
1
1 (+1
6)
3
4 (+1)
D
16:2
E
G
0
2
2
4
D
16:4
E
G
1
1
0
H
16:6
E
G
1
1
2
3 (+1
7)
1
6 (+1)
R
20:1
E
G
1?
1?
0
E
19:2
L
G
0
2
2
G
12:9
L
G
4
4
1
3
4
G
12:14
L
G
0
1
1
G
12:17
L
G
5
5
1
1
2
4
O
7:1
?
1
1
0
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（
註
）
（
1）
以
下
の
略
記
を
使
用
す
る
。
S
M
: S
u
bm
ycen
aean
（
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
）、
P
G
: P
rotogeom
etric（
原
幾
何
学
文
様
期
）、
E
G
: E
arly G
eom
etric
　
　（
初
期
幾
何
学
文
様
期
）、
L
G
: L
ate G
eom
etric（
後
期
幾
何
学
文
様
期
）
（
2）
青
銅
製
の
指
輪
に
鉄
製
の
（
石
な
ど
を
は
め
る
た
め
の
）
台
座
が
付
い
て
い
た
。
（
3）
そ
の
う
ち
一
つ
は
鉄
製
の
台
座
が
あ
る
青
銅
製
指
輪
。
（
4）
未
発
表
の
墓
で
他
に
も
遺
物
が
あ
る
可
能
性
あ
り
。
（
5）
未
発
表
の
墓
で
他
に
も
遺
物
が
あ
る
可
能
性
あ
り
。
（
6）
鉄
製
の
ピ
ン
だ
が
、
青
銅
製
の
装
飾
球
が
付
い
て
い
た
。
（
7）
鉄
製
の
ピ
ン
だ
が
、
青
銅
製
の
装
飾
球
が
付
い
て
い
た
。
